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現
在
開
催
中
の
第
一
五
一
回
国
会
で
は
、

重
要
法
案
が
目
白
押
し
の
情
況
だ
。
そ

の
中
で
も
、
私
た
ち
国
民
が
ア
メ
ニ
テ

ィ
あ
る
生
活
を
送
る
上
で
特
に
注
目
す
べ
き
法
案

が
二
つ
あ
る
。
個
人
情
報
保
護
〔
基
本
〕
法
案
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
支
援
税
法
案

で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
前
号
（
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ズ
二

四
号
）
で
詳
し
く
紹
介
し
た
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
の
デ

ー
タ
保
護
指
令
に
対
応
す
る
た
め
に
立
法
化
が
急
が

れ
て
い
る
も
の
だ
。
他

方
、
後
者
は
、
い
わ
ゆ

る
市
民
団
体
に
法
人
格

を
付
与
す
る
法
律
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
）
の
成
立
に
続

く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る

市
民
か
ら
の
寄
付
に
対

し
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
た
も
の
だ
。

双
方
と
も
、
「
国
民
が
主
役
」
の
視
点
か
ら
作

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
法
律
と
い

え
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
法
案
と
も
、
各
界
か

ら
の
批
判
だ
ら
け
で
、
不
協
和
音
が
増
す
一
方
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
国
民
の
顔
」
が
見
え
な

い
、
「
役
所
が
主
役
」
と
い
っ
た
内
容
の
法
案
に

な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

今
回
の
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
は
行
政
分
野

に
し
か
使
え
な
い
国
民
背
番
号
（
住
基
コ
ー
ド
）

導
入
が
契
機
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
れ

ば
、
真
っ
先
に
す
べ
き
こ
と
は
、
役
所
の
個
人
情

報
の
垂
れ
流
し
防
止
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に

あ
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
、
こ
の
分
野

に
適
用
あ
る
現
行
法
の
見
直
し
は
先
送
り
。

現
在
の
立
法
作
業
は
、
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、
立
法
府
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
持
た
せ
る

な
ど
し
て
、
い
か
に
役
所
の
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
目
を
光
ら
せ
る
か
、
と
い
っ
た
構
図
に
は
な

い
。
逆
に
、
役
所
が
、
マ
ス
コ
ミ
や
民
間
機
関
の

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
お
目
付
け
役
に

な
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
法
案
が
で
き
つ
つ
あ
る

わ
け
だ
。
ま
さ
に
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
政
治
家

や
狡
猾
な
役
人
は
高
笑
い
。

一
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
法
の
方
は
、
国
会
に
提

出
さ
れ
た
法
案
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
税
制
上
支
援
す

る
と
書
い
て
い
る
程
度
。
詳
細
は
、
政
省
令
に
委

ね
ら
れ
、
本
法
を
見
た
だ
け
で
は
何
も
わ
か
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
公
表
さ
れ
て
い
る
政
省
令
案
を

読
む
と
、
適
用
要
件
が
余
り
に
も
厳
し
く
、
ほ
と

ん
ど
利
用
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
な
い
よ
う
な
内
容

だ
。
サ
ラ
リ
ー
ド
ワ
ー
カ
ー
に
認
め
ら
れ
る
と
さ

れ
る
特
定
支
出
控
除
の
例
と
同
じ
で
、
相
変
わ
ら

ず
の
〝
仏
つ
く
っ
て
魂
入
れ
ず
〟
の
役
人
立
法
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
市
民
が
支
出
し
た
浄
財
に
対
し
、
寄

付
金
控
除
・
損
金
算
入
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
、

政
省
令
を
つ
く
る
役
所
の
手
心
次
第
。
政
治
活
動

は
一
切
す
る
な
と
か
、
生
殺
与
奪
権
は
役
人
の
手

中
に
あ
り
、
完
全
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
手
玉
に
取
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税

制
の
構
築
を
急
い
で
す
す
め
た
市
民
団
体
の
責
任

は
重
い
。

相
変
わ
ら
ず
の
役
所
社
会
主
義
の
日
本
。
す
べ

て
役
所
に
お
任
せ
で
、
ど
こ
の
政
党
が
与
党
と
な

っ
て
も
、
金
太
郎
飴
の
よ
う
な
政
策
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
目
に
み
え
て
い
る
。
国
民
の
投
票
意
欲

は
減
退
す
る
ば
か
り
だ
。

最
大
野
党
の
民
主
党
は
、
「
市
民
は
主
役
」
な

ど
と
空
念
仏
を
唱
え
る
だ
け
で
は
、
誰
も
相
手
に

し
な
い
。
参
議
院
選
挙
前
に
、
役
人
か
ら
立
法
権

を
取
り
戻
し
、
市
民
本
位
の
議
員
立
法
を
誠
心
誠

意
で
す
す
め
こ
と
を
公
約
し
、
政
権
奪
取
後
の
生

活
者
中
心
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
る
社
会
つ
く
り
の
青

写
真
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
四
月
三
十
日
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◆
主
な
記
事
◆

・
生
命
科
学
の
進
歩
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

・
河
村
議
員
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

・
改
正
住
民
基
本
台
帳
法
成
立
後
の
経
過

・
情
報
公
開
法
を
活
用
し
て
み
よ
う

http://www.pij-web.net/

国
民
不
在
の
二
つ
の
役
所
立
法

個
人
情
報
保
護
法
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
法

PIJ
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生
命
科
学
の
進
歩
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

遺
伝
子
情
報
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
デ
オ

キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
の
並
び
方
の

な
か
に
書
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
最
近
、
人
間
の
全
遺
伝
子
情
報
（
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
）
が
解
読
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
方
で
は
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
り
、

同
じ
遺
伝
子
情
報
を
持
つ
生
物
を
つ
く
る

こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
体
細
胞

の
一
部
か
ら
遺
伝
子
情
報
を
含
む
細
胞
の

核
を
取
り
出
し
、
未
受
精
卵
子
で
遺
伝
子

情
報
の
核
を
取
り
除
い
た
も
の
の
中
に
移

植
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
刺
激
を
与
え
て

細
胞
を
増
殖
さ
せ
た
ク
ロ
ー
ン
胚
を
子
宮

に
移
植
し
て
育
て
る
と
、
ク
ロ
ー
ン
動
物

が
で
き
あ
が
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
（
万
能
細
胞
）
を
つ

く
る
技
術
、
つ
ま
り
受
精
卵
（
胚
）
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
に
成
長
さ
せ
る
生
殖
医

療
技
術
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
に
よ
っ
て
は
、
人
間
の
全
遺
伝
子
情
報

（
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
）
を
、
病
気
治
療
や
投
薬
の

際
に
活
用
す
る
こ
と
や
各
種
民
間
保
険
加
入

の
際
に
商
業
利
用
す
る
の
を
認
め
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の
保
険
業
界
は
、
各

種
民
間
保
険
へ
の
加
入
は
、
遺
伝
子
検
査
を

前
提
と
す
る
方
向
性
も
視
野
に
入
れ
、
世
界

の
動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
大
西
洋
上
の
島
国
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
（
人
口
約
二
十
八
万
人
）
で
は
、

遺
伝
子
解
析
事
業
を
営
む
民
間
企
業
が
、

全
国
民
の
医
療
・
遺
伝
子
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
政
府
が
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ゴ

ー
・
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
は
、
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
を
公
的
管
理
の
下
に
置
く
か
た
ち
で

の
「
人
格
権
の
国
家
管
理
」
も
夢
で
は
な

く
な
る
時
代
を
迎
え
る
怖
れ
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
す
れ
ば
、
一
億
、
二
億
と
い
っ
た
数

の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
管
理
も
不
可
能
で
は
な

い
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
人
格

権
を
役
所
や
企
業
が
直
接
な
い
し
は
間
接

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
不
気
味
な
時
代

の
到
来
を
心
配
す
る
声
は
日
増
し
に
強
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

生
命
科
学
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
ヒ

ト
の
遺
伝
子
情
報
を
解
析
・
活
用
す
る
側

に
ど
の
よ
う
に
生
命
倫
理
を
遵
守
さ
せ
た

ら
よ
い
か
が
大
き
く
問
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
民
間
企
業
が
、
解
析
し
た
病

気
に
つ
な
が
る
遺
伝
子
に
対
し
特
許
を
取

得
し
、
特
許
料
を
支
払
わ
な
い
と
遺
伝
子

診
断
法
が
利
用
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
問

題
も
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方

で
は
、
解
析
・
活
用
さ
れ
る
側
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
ど
う
保
護
す
べ
き
か
が
、
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
く
に

本
人
の
同
意
も
な
く
採
取
さ
れ
た
血
液
で

解
析
さ
れ
た
遺
伝
子
は
誰
の
も
の
な
の
か

な
ど
も
、
大
き
な
問
題
で
す
。

P
I
J
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
処
す

る
た
め
に
、
「
生
命
科
学
と
倫
理
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
委
員
会
」
を
設
け
ま
し
た
。
新
年

度
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
国
民
の
立
場

か
ら
徹
底
的
に
検
討
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
た
め
に
運
動
や
議
員
立
法
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
役
所

丸
投
げ
政
治
」
が
わ
が
国
の
実
情
で
す
。

政
策
提
言
の
で
き
な
い
政
治
を
変
え
て
い

く
の
は
政
策
提
言
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
重
要
な
使
命
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
委
員
会
の
ね
ら
い
と
活

動
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
石
村
耕
治
代
表

に
、
辻
村
祥
造
副
代
表
が
う
か
が
い
ま
し

た
。
（
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ズ
編
集
部
）

■
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
規
制
法
の
現
実

（
辻
村
）
生
命
科
学
の
進
歩
は
、
ま
さ
に

驚
異
的
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
科

学
の
進
歩
に
は
、
「
光
と
影
」
が
あ
り
ま

す
。
病
気
治
療
の
迅
速
化
な
ど
私
た
ち
に

恩
恵
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
ル
ー
ル
な
き

遺
伝
子
情
報
の
蓄
積
な
ど
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
人
間
の
尊
厳
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（
人
格
権
）
に
か
か
わ
る
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

（
石
村
）
今
日
、
生
殖
医
療
技
術
を
含
む

■
石
村
代
表
に
聞
く

生
命
科
学
の
進
歩
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

P
I
J
「
生
命
科
学
と
倫
理
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
委
員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て

遺
伝
子
情
報
の
採
取
・
活
用
と

求
め
ら
れ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

朝
日
大
学
教
授

石
村
耕
治
（
P
I
J
代
表
）

《
聞
き
手
》

辻
村
祥
造
（
P
I
J
副
代
表
）
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生
命
科
学
の
進
歩
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

生
命
科
学
全
般
の
進
歩
は
急
速
で
す
。
政

府
は
、
こ
う
し
た
進
歩
を
後
追
い
す
る
形

で
、
多
様
な
法
律
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制

定
し
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
昨
年
末
に

は
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
正
法
が
成
立

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
単
独
で
人
間
の
ク
ロ

ー
ン
作
製
を
禁
止
す
る
世
界
初
の
法
律
で

す
。
裏
返
せ
ば
、
主
要
諸
国
に
は
す
で
に

生
殖
技
術
一
般
を
規
制
す
る
法
律
が
あ

り
、
そ
の
な
か
で
ク
ロ
ー
ン
作
製
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
産
科
医
の
反
対
が
強

く
、
生
殖
技
術
一
般
を
規
制
す
る
法
案
を

準
備
で
き
る
状
況
に
は
な
い
わ
け
で
す
。

し
か
も
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
正
法

は
、
内
閣
法
制
局
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

経
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
ヒ
ト
の
胚
の

実
験
が
き
め
細
か
く
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
法
規
制
さ
れ
る
側
に
と

っ
て
は
、
よ
く
飲
み
込
め
な
い
内
容
に
な

っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
不
妊
治
療
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
き
た
厚
生
科
学
審
議
会
先
端
医
療
技
術

評
価
部
会
は
、
第
三
者
か
ら
の
精
子
・

卵
・
受
精
卵
の
使
用
を
認
め
る
報
告
書
を

ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
も
、
報
告
書
は
、

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
見
解
を
超
え
て

姉
妹
間
で
の
卵
提
供
で
対
外
受
精
を
行
っ

た
産
科
医
の
行
動
ま
で
追
認
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
患
者
の
要
求
に

し
た
が
っ
て
、
既
成
事
実
を
積
み
重
ね
て

き
た
一
医
師
の
行
動
を
、
広
範
な
社
会
的

な
議
論
を
十
分
に
行
わ
な
い
ま
ま
追
認
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

専
門
委
員
の
な
か
に
は
、
体
外
受
精
を

推
進
し
て
き
て
い
る
利
害
関
係
者
も
い
ま

す
。
報
告
の
中
立
性
に
は
疑
問
が
残
り
ま

す
。
審
議
は
非
公
開
、
議
事
録
の
公
開
も

遅
い
わ
け
で
す
。
公
開
性
、
透
明
性
と
い

っ
た
生
命
倫
理
の
ル
ー
ル
は
無
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス

に
は
、
日
本
的
な
体
質
が
端
的
に
現
れ
て

い
る
と
見
て
と
れ
ま
す
。

（
辻
村
）
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
，
つ
ま
り
「
ク

ロ
ー
ン
人
間
」
づ
く
り
は
、
ア
メ
リ
カ
や

イ
タ
リ
ア
の
不
妊
治
療
の
プ
ロ
グ
ル
ー
プ

や
カ
ナ
ダ
の
新
宗
教
団
体
が
研
究
を
始

め
、
世
界
的
に
懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
国
内

で
は
、
来
る
六
月
に
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
技
術

規
正
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
法
律
に
は
、
国
外
犯
を
処
罰
す
る
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

（
石
村
）
去
る
三
月
末
に
、
日
本
不
妊
学

会
の
倫
理
委
員
会
（
委
員
長
・
永
田
行
博

鹿
児
島
大
学
医
学
部
教
授
）
は
、
会
員
は

ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
つ
く
り
に
一
切
か
か
わ
ら

な
い
旨
の
見
解
を
公
表
し
ま
し
た
。
日
本

不
妊
学
会
は
、
不
妊
治
療
に
か
か
わ
る
産

婦
人
科
医
ら
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
つ
く
り
は
、
自
然
の
摂
理

や
人
間
の
尊
厳
と
抵
触
す
る
行
為
で
あ

り
、
こ
う
し
た
実
験
に
関
与
す
べ
き
で
は

な
い
、
と
い
う
の
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
な
ど
に
も
、
賛
同

を
求
め
て
い
く
方
針
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
ヒ
ト
ク
ロ

ー
ン
規
正
法
は
、
国
外
犯
を
処
罰
す
る
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
研
究
者
が
、
国

外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
ヒ
ト
ク
ロ

ー
ン
つ
く
り
を
し
た
場
合
に
は
、
確
か
に
規

制
は
難
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

■
遺
伝
子
検
査
で

見
透
か
さ
れ
る
発
症
リ
ス
ク

（
辻
村
）
最
近
、
人
間
の
全
遺
伝
子
情
報

（
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
）
の
解
読
が
完
了
し
た
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
社
会
保
険

負
担
の
削
減
や
効
率
的
な
投
薬
な
ど
を
口

実
に
、
患
者
に
対
し
遺
伝
子
検
査
を
求
め

て
く
る
動
き
が
強
ま
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
石
村
）
自
分
の
親
族
に
乳
が
ん
や
胃
が

ん
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
あ
る
い
は
高
血

圧
症
の
人
が
い
る
と
す
れ
ば
、
今
で
も
あ
る

程
度
、
自
分
の
将
来
の
発
症
リ
ス
ク
を
予
測

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、

採
取
さ
れ
た
血
液
あ
る
い
は
口
内
粘
膜
を
使

っ
た
簡
単
な
遺
伝
子
検
査
で
適
確
に
分
か
る

と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
辻
村
）
見
方
に
よ
っ
て
は
、
早
期
に
対

応
が
で
き
、
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
ね
。

（
石
村
）
そ
う
と
も
い
え
ま
す
。
例
え
ば

同
じ
高
血
圧
症
で
あ
っ
て
も
、
患
者
が
ぜ

ん
そ
く
持
ち
の
家
系
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

気
管
に
作
用
す
る
薬
を
使
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク

を
掛
け
る
と
、
副
作
用
で
咳せ

き

が
止
ま
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
別
の
ル
ー
ト
を

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
薬
を
使
っ
て
高
血
圧
症
の

治
療
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
個
々
の
患
者
の
遺
伝
子
情
報
を
参
考

に
す
れ
ば
、
薬
の
副
作
用
の
怖
れ
や
む
だ

な
治
療
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、

確
実
に
個
人
の
遺
伝
子
情
報
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
見
る
向
き
が
支

配
的
な
わ
け
で
す
。

（
辻
村
）
し
か
し
、
遺
伝
子
検
査
で
、
将

来
の
発
症
リ
ス
ク
を
予
測
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
い
ま
だ
そ
の
病
気
の
特
効
薬
が
な

い
、
あ
る
い
は
遺
伝
子
治
療
を
も
っ
て
し

て
も
完
治
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
か
。

（
石
村
）
そ
う
で
す
ね
。
が
ん
の
患
者
本

人
へ
の
告
知
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

早
く
か
ら
遠
い
将
来
へ
の
心
の
準
備
が
で

き
て
い
い
と
考
え
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は

「
不
幸
の
手
紙
」
を
受
け
取
っ
た
気
持
ち

と
と
ら
え
る
べ
き
か
、
意
見
の
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
ね
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
ん
な
に
簡
単

に
済
ま
さ
れ
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。
き
わ
め
て
重
い
課
題
で
す
。
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（
辻
村
）
ヒ
ト
の
遺
伝
子
解
析
の
結
果
か

ら
開
発
さ
れ
た
特
定
の
病
気
に
遺
伝
子
診

断
法
に
特
許
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
診
断
法

が
特
許
権
者
に
何
が
し
か
の
ロ
イ
ヤ
ル
リ

ィ
（
使
用
料
）
を
支
払
わ
な
い
と
自
由
に

使
え
な
い
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
学
の
研
究
・
進
歩
の
障
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
石
村
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
遺
伝
子

分
析
か
ら
開
発
さ
れ
、
特
許
を
得
た
特
効

薬
が
、
余
り
に
も
高
価
で
、
発
展
途
上
国

で
は
使
え
ず
、
南
北
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
人
道
主
義
の

観
点
か
ら
、
エ
イ
ズ
特
効
薬
の
無
許
可
コ

ピ
ー
を
国
内
で
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
を

合
法
化
し
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
対
立
し

て
い
ま
す
。
国
連
も
仲
介
に
乗
り
出
し
た

よ
う
で
す
。

■
問
わ
れ
る
遺
伝
子
情
報
の

医
療
、
保
険
へ
の
活
用

（
石
村
）
病
気
の
治
療
や
投
薬
を
効
率
的

に
行
い
た
い
と
い
う
社
会
的
な
要
請
か
ら

遺
伝
子
検
査
に
対
す
る
期
待
が
強
く
な
る

こ
と
は
、
当
然
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
実
情
に
つ
い
て

触
れ
て
見
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に

は

、

社

会

保

険

が

、

高

齢

者

（

）
と
低
所
得
・
障
害
者

（

）
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
人
た
ち
は
民
間
の
医
療
保
険
に
依
存
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国

に
お
い
て
は
、
保
険
会
社
サ
イ
ド
に
遺
伝
子

検
査
を
保
険
加
入
の
要
件
に
す
る
こ
と
に
積

極
的
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
辻
村
）
実
際
に
、
民
間
の
保
険
会
社
は

医
療
保
険
加
入
に
際
し
、
遺
伝
子
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
の
で
す
か
。

（
石
村
）
医
療
保
険
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

州
が
法
律
で
、
そ
う
し
た
要
件
を
課
す
こ
と

を
禁
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
命
保
険
な

ど
に
つ
い
て
は
、
営
業
の
自
由
の
一
環
と
し

て
、
遺
伝
子
検
査
を
保
険
加
入
の
要
件
と
す

る
こ
と
を
規
制
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
辻
村
）
例
え
ば
、
脳
卒
中
に
な
る
可
能

性
の
遺
伝
子
（
あ
る
い
は
遺
伝
子
欠
陥
）

の
あ
る
人
は
、
生
命
保
険
に
入
れ
な
い
わ

け
で
す
か
。

（
石
村
）
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま

す
。
保
険
料
率
が
高
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
あ
る
い
は
、
遺
伝
子
治
療
が
可
能

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
し
た
ら
、
そ
の
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
保
険
加
入
を
認
め
る
条
件

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
で
も
、
保
険
会
社
は
、
そ
の
家
族

の
医
療
情
報
を
蓄
積
し
て
い
け
ば
、
家
系

的
に
か
か
り
易
い
病
気
は
、
容
易
に
予
測

で
き
ま
す
。

（
辻
村
）
そ
れ
が
、
遺
伝
子
情
報
だ
と
、

も
っ
と
的
確
に
家
系
的
に
か
か
り
易
い
病

気
を
見
透
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
す
ね
。

遺
伝
子
検
査
が
一
般
化
し
、
信
頼
性
が
増

し
て
く
れ
ば
、
当
然
、
検
査
結
果
の
ビ
ジ
ネ

ス
利
用
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

（
石
村
）
実
は
、
わ
が
国
で
も
、
検
討
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
九
九
六

年
に
、
生
命
保
険
協
会
が
主
宰
す
る
遺
伝

子
研
究
会
（
小
林
三
世
治
座
長
）
が
出
し

た
報
告
書
（
「
遺
伝
子
検
査
を
生
命
保

険
」
（
一
九
九
六
年
六
月
）
）
で
は
、
早

く
か
ら
、
保
険
加
入
者
は
、
加
入
の
際
に

発
症
リ
ス
ク
な
ど
に
関
す
る
個
人
の
遺
伝

子
情
報
に
つ
い
て
、
本
人
が
知
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
れ
を
告
知
す
べ
き
だ
と
し

て
い
ま
す
。

（
辻
村
）
遺
伝
子
に
異
常
の
あ
る
人
は
、

保
険
加
入
を
拒
否
さ
れ
る
か
、
遺
伝
子
治

療
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
加
入
を
認
め

ら
れ
る
か
た
ち
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
行

き
か
ね
な
い
わ
け
で
す
ね
。

（
石
村
）
た
だ
、
健
康
保
険
な
ど
社
会
保

険
の
場
合
と
は
異
な
り
、
民
間
保
険
の
場

合
、
保
険
会
社
の
「
営
業
の
自
由
」
と
み

る
か
、
遺
伝
子
情
報
に
よ
る
差
別
、
「
人

格
権
の
侵
害
」
と
み
る
か
、
判
断
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
辻
村
）
わ
が
国
で
も
、
い
ず
れ
は
保
険

会
社
に
よ
っ
て
は
、
遺
伝
子
検
査
を
保
険

加
入
の
条
件
と
す
る
と
こ
ろ
も
で
か
ね
な

い
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
場
合
、
「
自
分
の

未
来
を
見
た
く
な
い
」
保
険
加
入
希
望
者

を
ど
の
よ
う
に
保
護
す
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。
大
き
な
課
題
で
す
ね
。

（
石
村
）
た
だ
、
民
間
保
険
の
場
合
に

は
、
そ
れ
に
加
入
し
な
い
と
い
う
判
断

で
、
自
分
の
人
格
権
を
護
る
選
択
も
可
能

と
も
い
え
る
わ
け
で
す
。
一
方
、
市
場
競

争
が
激
し
い
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
、
加

入
者
を
厳
し
く
選
別
を
す
る
保
険
会
社
に

は
顧
客
が
集
ま
ら
な
い
と
も
い
え
ま
す
。

（
辻
村
）
市
場
原
理
が
徹
底
し
て
き
た
今

日
、
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
役

所
社
会
主
義
、
つ
ま
り
〝
護
送
船
団
〟
方

式
の
時
代
と
は
、
事
情
は
大
き
く
変
っ
て

き
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。

た
だ
、
保
険
業
界
が
保
険
加
入
者
の
遺
伝

子
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有
化
す
る
な

ど
、
〝
護
送
船
団
〟
方
式
で
構
築
・
運
用

す
る
怖
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。

（
石
村
）
こ
う
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

自
体
を
認
め
て
よ
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
、

遺
伝
子
情
報
提
供
者
か
ら
の
事
前
の
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
十
分
な
説
明
を

し
た
う
え
で
の
本
人
か
ら
の
同
意
）
が
得
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
す
。

P
I
J
の
「
生
命
科
学
と
倫
理
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
委
員
会
」
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
法
的
規
制
措
置
を
含
め
、
検
討
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

（
辻
村
）
遺
伝
子
情
報
提
供
者
か
ら
の
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
問
題

は
、
ひ
と
り
保
険
業
界
だ
け
の
問
題
で
は
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な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医
学
界

な
ど
で
も
、
大
き
く
問
題
に
な
る
点
と
い

え
ま
す
。

（
石
村
）
そ
う
で
す
ね
。
医
学
研
究
者
や

医
療
機
関
な
ど
が
、
患
者
の
同
意
も
な
し

に
、
切
除
し
た
組
織
片
を
ス
ペ
シ
ィ
ミ
ン

と
し
て
使
い
、
遺
伝
子
情
報
を
解
析
・
収

集
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
遺
伝

子
情
報
は
、
そ
の
提
供
者
の
最
も
重
要
な

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
の
で
す
が
、
一
部
の
医

学
研
究
者
な
ど
に
は
、
そ
の
認
識
が
欠
如

し
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

や
九
州
大
学
医
学
部
な
ど
で
、
健
康
診
断

で
得
た
採
血
七
千
人
分
を
無
断
で
遺
伝
子

解
析
し
、
問
題
に
な
り
ま
し
た
（
日
本
経

済
新
聞
二
〇
〇
〇
年
二
月
四
日
朝
刊
、
朝
日
新

聞
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
日
朝
刊
参
照
）
。

（
辻
村
）
横
浜
市
大
で
も
無
断
で
患
者
の

遺
伝
子
を
採
取
し
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。
問
題
に
な
っ
て
か
ら
、
提

供
者
か
ら
同
意
を
求
め
、
拒
否
し
た
人
の

分
は
廃
棄
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
。

■
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
析
と
生
命
倫
理

（
辻
村
）
わ
が
国
で
も
、
人
間
の
全
遺
伝

子
情
報
（
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
）
の
解
析
研
究
が

盛
ん
で
す
。
し
か
し
、
先
に
触
れ
ら
れ
た

よ
う
に
、
遺
伝
子
解
析
研
究
現
場
に
お
け

る
倫
理
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
始
め
と
し
た

人
権
に
対
す
る
配
慮
が
足
り
な
い
例
も

多
々
見
ら
れ
ま
す
。
「
生
命
倫
理
」
が
欠

如
し
た
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
石
村
）
わ
が
国
で
も
、
よ
う
や
く
、
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解
析
研
究
に
関
す
る

倫
理
規
定
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
文
部
科

学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
の
三

省
が
策
定
し
た
「
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解
析

研
究
に
関
す
る
倫
理
規
定
」
が
、
そ
れ
で

す
。
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
辻
村
）
法
律
で
な
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
す
ね
。

（
石
村
）
倫
理
規
定
で
す
の
で
、
法
的
な

拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
倫
理
規
定

は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
人
権

に
関
す
る
世
界
宣
言
」
や
科
学
学
術
会
議

生
命
倫
理
委
員
会
の
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研
究

に
関
す
る
基
本
原
則
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て

つ
く
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

（
辻
村
）
分
か
り
ま
し
た
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は

提
供
者
の
極
め
て
重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解

析
研
究
に
関
す
る
倫
理
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

は
、
P
I
J
の
委
員
会
で
も
、
今
後
広
く
検

討
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

（
石
村
）
こ
の
場
合
、
規
制
の
仕
組
み
を

役
所
（
行
政
）
に
依
存
す
る
か
た
ち
で
つ

く
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
、
懲
戒

な
ど
を
含
む
自
主
規
制
で
行
っ
て
い
け
る

よ
う
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
、
政
治
は
、
「
小

さ
な
政
府
」
の
視
点
に
た
っ
て
、
実
効
性

の
あ
る
役
所
レ
ス
の
仕
組
み
づ
く
り
を
支

援
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

「
役
所
社
会
主
義
」
か
ら
の
脱
却
が
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
な
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

■
問
わ
れ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
の

病
歴
・
遺
伝
子
情
報
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

（
辻
村
）
と
こ
ろ
で
、
北
大
西
洋
の
島

国
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
人
口
約
二
十
八
万

人
）
で
は
、
遺
伝
子
解
析
事
業
を
営
む
民

間
企
業
が
、
全
国
民
の
医
療
・
遺
伝
子
情

報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
政
府
が
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
ゴ
ー
・
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま

す
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
二
十

日
朝
刊
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
お
け
る

「
国
民
の
医
療
、
遺
伝
子
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
」
の
見
出
し
で
、
詳
し
く
取
材

記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
い
ず
れ
は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
を
公
的

管
理
の
下
に
置
く
か
た
ち
で
の
「
人
間
丸

ご
と
国
家
管
理
」
も
夢
で
は
な
く
な
る
時

代
を
迎
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
危
惧
の

念
を
抱
い
て
い
ま
す
。

（
石
村
）
こ
の
記
事
が
現
れ
る
以
前
か

ら
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
状
況
は
話
題
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
れ
ば
、
一
億
、
二
億

と
い
っ
た
数
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
管
理
も
不

可
能
で
は
な
い
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
人
格
権
を
役
所
や
企
業
が
直
接
な

い
し
は
間
接
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
不

気
味
な
時
代
の
到
来
を
心
配
す
る
声
は
日

増
し
に
強
く
な
っ
て
き
て
わ
け
で
す
。

（
辻
村
）
毎
日
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、

国
民
の
医
療
と
遺
伝
子
情
報
を
結
合
さ
せ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
出
身
の
神
経
病
理
学

者
で
、
元
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
カ

リ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
ソ
ン
氏
が
、
母
国
で
立

ち
上
げ
た
遺
伝
子
解
析
研
究
企
業
「
デ
コ

ー
ド
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
」
社
が
実
施
主

体
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

デ
コ
ー
ド
社
は
、
一
九
一
五
年
以
降
、
同

国
の
国
民
健
康
保
険
制
度
の
も
と
で
収
集
し

て
き
た
国
民
の
保
健
・
医
療
情
報
と
各
人
の

血
液
サ
ン
プ
ル
か
ら
得
ら
れ
た
遺
伝
子
情
報

を
結
合
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
病
気
を

引
き
起
こ
す
遺
伝
子
の
特
定
、
そ
の
情
報
の

販
売
を
手
掛
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
石
村
）
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
議
会
は
、
国
民

保
健
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（

）
法
を
成
立
さ
せ
、
デ
コ

ー
ド
社
に
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
国

民
の
保
健
・
医
療
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
許
可
を
与
え
た
と
の
こ
と
。

デ
コ
ー
ド
社
は
、
三
百
億
円
く
ら
い
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
製
費
を
負
担
す
る
。
そ

の
代
わ
り
に
、
同
社
は
、
十
二
年
間
に
わ
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た
り
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
販
売
権
お
よ

び
商
業
利
用
権
を
取
得
す
る
。
政
府
と
同

社
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
契
約
は
、

こ
う
し
た
内
容
の
よ
う
で
す
。

（
辻
村
）
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
の
保
有
す

る
国
民
各
人
の
保
健
・
医
療
情
報
と
、
病
院

な
ど
で
各
人
か
ら
採
ら
れ
た
血
液
サ
ン
プ
ル

か
ら
解
析
さ
れ
た
遺
伝
子
情
報
と
を
ド
ッ
キ

ン
グ
さ
せ
て
、
ど
う
い
っ
た
遺
伝
子
を
持
つ

ひ
と
が
ど
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
か
か
り
易
い
の
か
な
ど
を
解

析
し
、
そ
の
解
析
情
報
に
つ
い
て
特
許
を
取

得
し
、
製
薬
会
社
な
ど
に
売
ろ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
わ
け
で
す
ね
。

（
石
村
）
そ
う
で
す
。
一
応
、
政
府
の
デ

ー
タ
保
護
委
員
会
は
、
保
健
・
医
療
情
報

や
血
液
サ
ン
プ
ル
を
デ
コ
ー
ド
社
へ
提
供

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
氏
名
を
暗
号
化
し

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

を
施
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
は
、
公
的
な
保
険

制
度
を
通
し
て
収
集
さ
れ
た
保
健
・
医
療

情
報
は
、
原
則
と
し
て
、
「
各
人
の
財
産

で
は
な
く
、
政
府
の
財
産
で
あ
る
」
と
の

公
式
見
解
を
採
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

国
民
は
「
参
加
」
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
「
非
参
加
」
の

届
出
を
し
た
場
合
に
限
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
な
く
と
も
よ
い
、
と
の

方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。

（
辻
村
）
な
に
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
ィ
（
電
話
番
号
表
示
）
導
入

の
や
り
方
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
ね
。

し
か
し
、
た
と
え
公
的
な
保
険
制
度
を
通

じ
て
集
め
ら
れ
た
保
険
・
医
療
情
報
や
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
提

供
し
た
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
高
度
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
で
あ
る
の
は
当
然
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
「
非
参
加
」
の
届
出

を
怠
る
と
、
国
民
は
採
血
を
義
務
付
け
ら

れ
る
わ
け
で
す
ね
。

（
石
村
）
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年

に
二
万
人
の
ペ
ー
ス
で
採
血
を
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
二
〇
〇
一
年
四
月
八
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル
「
人
体
特
許
・
遺
伝
子
は
誰
の

も
の
か
」
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
世
論
の
八
割
が
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
持
し
て
い
る
、
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

れ
ば
、
解
析
さ
れ
た
遺
伝
子
情
報
を
使
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
系
図
が
で
き

る
と
い
っ
た
宣
伝
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
「
無
害
性
」
を
装
う
こ
と
に
貢
献
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

（
辻
村
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
関
し
て

は
、
政
府
の
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
が
本
人
確

認
を
で
き
な
い
よ
う
に
、
氏
名
等
を
暗
号
化

し
た
上
で
、
デ
コ
ー
ド
社
に
提
供
さ
れ
、
同

社
は
特
定
の
個
人
と
直
接
接
触
す
る
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
す
で
に
二
万
人
近
い
国
民
が

「
非
参
加
」
を
選
択
、
市
民
団
体
も
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
た
憲
法
に
違
反

す
る
と
し
て
訴
訟
の
準
備
を
す
す
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
医
師
会
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

（
石
村
）
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
も
、
所
詮

は
政
府
の
一
部
で
す
。
解
析
デ
ー
タ
の
利

用
が
絶
対
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
な
い
と
い

う
保
障
は
全
く
な
い
わ
け
で
す
。
い
っ
た

ん
こ
う
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
許

す
と
、
そ
の
利
用
は
必
ず
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
わ
け
で
す
。
政
府
の
方
針
が
変
っ
た

ら
、
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
は
、
そ
れ
に
追

従
す
る
「
免
罪
符
」
を
考
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
遺
伝
子
を
基
に
犯
罪
性
向
の
強

い
家
系
に
予
防
検
束
的
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
も
出
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
民
間
に
流
出
し
た
解
析
デ
ー
タ
は
、

提
供
者
本
人
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
な
し
に
、
再
利
用
さ
れ
る
可
能
性

も
高
く
な
り
ま
す
。
保
険
会
社
が
、
保
険

加
入
者
に
遺
伝
子
検
査
を
求
め
検
査
デ
ー
タ

と
、
市
中
に
出
回
っ
た
デ
コ
ー
ド
社
の
解
析

デ
ー
タ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
、
本
人
の
病

歴
な
ど
を
探
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
ホ
ワ
イ
ト
遺
伝
子
情
報
保
有
者
」
は
、

い
と
も
簡
単
に
「
遺
伝
子
解
析
に
よ
り
将

来
を
知
り
、
病
気
に
対
す
る
的
確
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
と
い
う
わ

け
で
す
。

積
極
的
な
背
番
号
・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
推
進

論
者
で
あ
る
梶
原
岐
阜
県
知
事
は
、
か
つ

て
「
本
人
確
認
番
号
入
り
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

で
、
障
害
者
も
自
分
の
障
害
を
み
ん
な
に

分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
便
利

だ
と
喜
ば
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
類
の
発

言
を
し
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

（
辻
村
）
完
全
に
障
害
者
の
人
権
を
踏
み

に
じ
る
発
言
で
す
ね
。
障
害
者
を
さ
ら
し

も
の
に
し
て
い
る
、
こ
う
し
た
連
中
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
論
議
を
考
え
て
も
ら
う
の
は

難
し
い
で
す
ね
。

（
石
村
）
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
人
物
や

第
三
国
人
発
言
を
す
る
人
物
が
、
知
事
に
選

ば
れ
て
い
る
の
も
現
実
な
わ
け
で
す
。
ナ
チ

ス
全
盛
時
代
に
、
い
ま
の
よ
う
な
遺
伝
子
解

析
技
術
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

（
辻
村
）
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
全
国
民
の
医

療
・
遺
伝
子
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
口
二
十
八
万
人

程
度
の
小
国
の
話
と
は
い
う
も
の
の
、
人

権
や
生
命
倫
理
上
、
非
常
に
根
深
い
問
題

を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
ね
。

■
「
ヒ
ト
が
主
役
」
の
立
場
か
ら

政
治
は
も
っ
と
発
言
を

（
辻
村
）
近
年
の
動
き
に
つ
い
て
話
を
聞
い

て
い
て
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
析
に
お
け
る

「
光
と
影
」
に
つ
い
て
、
人
権
保
護
の
観
点
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か
ら
、
ど
う
い
っ
た
政
策
提
言
を
し
て
い
く

べ
き
か
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ

い
て
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
こ
の
分

野
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
よ
び
政
治
の
役

割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
解
析
デ
ー
タ
の
利
用
、
開
発
さ

れ
た
新
薬
な
ど
に
つ
い
て
も
、
国
際
人
道

主
義
の
立
場
か
ら
、
特
許
の
あ
り
方
な
ど

を
点
検
し
、
で
き
る
だ
け
「
公
の
支
配

（

）
」
に
お
く
方
向
で
政

治
は
尽
力
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
石
村
）
一
人
ひ
と
り
の
政
治
家
に
は
、

今
の
「
役
人
丸
投
げ
政
治
」
か
ら
ど
う
脱

却
で
き
る
か
、
真
剣
に
考
え
て
欲
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

国
内
問
題
に
絞
っ
て
い
え
ば
、
医
師

会
、
学
術
団
体
、
遺
伝
子
解
析
企
業
な
ど

は
、
民
間
主
導
で
倫
理
・
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り
を
急
ぐ
べ
き

で
す
ね
。
こ
の
場
合
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

の
規
制
や
懲
戒
の
仕
組
み
を
は
じ
め
と
し

て
、
自
主
規
制
を
い
か
に
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
か
、
政
治
は
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
す
ね
。
あ
く
ま

で
も
、
「
ヒ
ト
が
主
役
」
で
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
辻
村
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高度情報化社会が到来し､今日､さまざまな社会的･経済的な活動に、コンピュータが必要不可

欠になってきています｡こうした時代にあって、税務の分野においても、コンピュータ化・電子

化が急速に進んできています｡ 税務のコンピュータ化・電子化を進めるにあたっては、一般の

国民･納税者からの提言がきわめて重要です｡民間からのさまざまな政策提言がなければ､行政が

決定した政策が一方的に優先してしまうことが危惧されるからです｡よい政策を実現するには､

民間における政策実現のための自由競争が不可欠です｡

日本コンピュータ税務研究機構（コンピュタックス・ジャパン、略称Com TJ）は、税務の

コンピュータ化・電子化に関し､調査研究を行うとともに、民間の立場から積極的に政策提言を

行うことをねらいに組織された､シンクタンク機能を持つＮＰＯ（非営利組織）です。コンピュ

タックス・ジャパンは、ボランティアの会員で構成され、行政、特定の企業ないしは職業団体

から独立して活動を行っています｡

Com TJ（日本コンピュータ税務研究機構）は、このたびホームページによる情報発信と

ともに、会員向けの情報紙を発刊し、混迷するＩＴ時代の税務に役立つよりたしかな“情報”

をみなさまにお届けする活動を開始いたします。

ぜひ、Com TJの会員になり、２１世紀の税務に不可欠な最新の情報を手にしてください。

Com TJ代表 石村耕治

■入会ご希望の方は、

ｆａｘまたはハガキにて、お名前、ご住所、Ｔｅｌ／ｆａｘ、ご職業をお知らせください。

（Com TJはPIJ会員に限らず、どなたでも入会できます。）

■お申し込み先

〒220-0004 横浜市西区北幸２－９－１０ 横浜ＨＳビル ４Ｆ　シンワ会計社　内

TEL ０４５－３１１－５１６２ FAX ０４５－３１１－５１６７

日本コンピュータ税務研究機構事務局長 辻村祥造あて

■お申し込みいただいた方には、Com TJの会報を年４回以上お届けする予定です。

なお、年会費は10,000円です。（お申し込みいただいた後、振込用紙をお送りいたします。）

■ホームページアドレス

PIJのホームページ http://www.pij-web.net/ からCom TJへのジャンプボタンをクリックし

てください。

会員募集の
お知らせ
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

昨
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
の
五
月
十

九
日
、
衆
議
院
大
蔵
委
員
会

で
、
河
村
た
か
し
議
員
（
P
I

J
相
談
役
）
が
行
っ
た
、
「
優
良
法
人
と

Ｏ
Ｂ
税
理
士
（
天
下
り
税
理
士
）
」
の
実

態
に
関
し
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
二
十
一

日
の
衆
議
院
大
蔵
委
員
会
で
、
国
税
庁
が

調
査
結
果
を
回
答
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
顧
問
税
理
士
」
の

業
務
の
大
半
は
「
税
務
相
談
」
、
会
社
へ

の
訪
問
も
年
に
数
回
あ
る
か
ど
う
か
、
と

い
う
内
容
。
河
村
議
員
は
「
こ
れ
（
Ｏ
Ｂ

税
理
士
の
顧
問
料
）
は
費
用
収
益
対
応
の

原
則
か
ら
い
っ
て
否
認
し
な
け
れ
ば
い
か

ぬ
で
す
ね
。
こ
れ
は
経
費
で
落
と
せ
ま
せ

ん
よ
。
」
と
追
求
。

大
武
政
府
参
考
人
（
国
税
庁
次
長
）

は
、
「
た
ま
た
ま
…
…
相
談
し
な
い
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

す
」
、
宮
沢
大
蔵
大
臣
（
当
時
）
は
「
税

務
と
か
経
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
欲
し

い
、
税
界
で
の
経
験
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
役
所
と
の
関

係
を
何
か
い
ろ
い
ろ
に
利
用
し
て
と
い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
そ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
か
ら
、
十
分
監
査
も
し
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
」
い
、
と
苦
し
い
答
弁
。

河
村
議
員
は
、
最
後
に
、
Ｏ
Ｂ
税
理
士

が
「
脱
税
に
関
与
と
い
う
…
…
払
う
方

（
納
税
者
）
が
む
か
つ
く
」
よ
う
な
実
態

が
な
い
か
、
い
っ
そ
う
調
査
を
進
め
る
よ

う
に
要
望
。

以
下
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
、
二
〇

〇
〇
年
十
二
年
十
一
月
二
十
一
日
衆
議
院

大
蔵
委
員
会
（
当
時
。
現
在
、
財
務
金
融

委
員
会
）
の
議
事
録
の
一
部
を
紹
介
す

る
。
（
議
事
録
中
の
見
出
し
文
は
編
集
部

で
つ
け
た
も
の
で
す
）

▼
税
は
徴
収
も
公
平
に

○
河
村
（
た
）
委
員

河
村
た
か
し
で
ご

ざ
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
財
政
法
の
話
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
理
事
か
ら
お
許
し
を
得
ま
し

て
、
財
政
と
い
い
ま
し
て
も
、
無
論
、
税

の
こ
と
が
す
べ
て
の
根
幹
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
税
が
正
し
く
公
正
に
徴
収
さ
れ
て

お
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
前
の
国

会
で
お
伺
い
し
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
返
事
を
も
ら
わ
な
い
か
ぬ
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ

ー
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
月
十
九
日
に
、
い
わ
ゆ
る
優
良
法
人

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
中
小
企
業
で

す
が
、
納
税
を
き
ち
っ
と
や
っ
て
お
ら
れ

る
と
優
良
法
人
と
い
う
こ
と
で
、
会
社
へ

入
っ
て
い
き
ま
す
と
ず
っ
と
表
彰
状
が
飾

っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
小
企
業
で

は
、
一
種
の
中
小
企
業
の
上
場
会
社
み
た

い
な
も
の
で
、
な
か
な
か
う
れ
し
い
も
の

な
ん
で
す
ね
。
私
も
、
今
は
お
ふ
く
ろ
が

社
長
を
や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
非

常
に
珍
し
い
中
小
企
業
の
経
営
者
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
本
当
は
僕
ら
み
た
い
な
の
が

ど
ん
ど
ん
国
会
へ
当
選
し
て
く
る
と
日
本

も
よ
く
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
余
り
お

ら
ぬ
の
で
残
念
な
ん
で
す
が
、
優
良
法
人

と
い
う
、
そ
ん
な
会
社
が
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
に
な
ぜ
か
国
税
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
、

い
わ
ゆ
る
顧
問
税
理
士
と
い
う
こ
と
で
入

ら
れ
て
お
る
と
い
う
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
き

ま
し
て
、
う
う
ん
、
こ
れ
は
い
か
ぬ
な
と

い
う
こ
と
で
、
今
や
そ
れ
こ
そ
中
小
企
業

は
大
変
で
す
よ
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
本
当

の
血
税
で
す
ね
。
ト
ー
ゴ
ー
サ
ン
と
か
ク

ロ
ヨ
ン
と
か
い
っ
て
、
何
か
商
売
を
や
っ

て
お
る
の
は
変
な
ふ
う
に
と
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
な

ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
国
税
の
Ｏ

Ｂ
の
方
が
入
っ
て
こ
ら
れ
る
、
こ
れ
は
い

か
ぬ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
正
直
言
っ
て
、
投
書
が
結
構

来
て
お
る
の
で
す
、
国
税
の
内
部
の
方
か

ら
。
国
税
の
将
来
を
憂
う
る
者
だ
が
と
い

う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
変
な
こ
と
は
改
め

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
や
は
り
税
の
徴
収
は

も
う
一
回
フ
ェ
ア
な
も
の
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

河
村
た
か
し
議
員
（
P
I
J
相
談
役
）

天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

『
こ
れ
で
は
Ｏ
Ｂ
税
理
士
の
顧
問
料
は
、
経
費
で
落
と
せ
ま
せ
ん
よ
。
寄
附
金
で
す
ね
』

国
税
庁
、
「
優
良
申
告
法
人
に
対
す
る
顧
問
税
理
士
の
関
与
状
況
の
概
要
」
を
河
村
議
員
に
回
答

〝
税
務
相
談
〟
と
年
に
数
回
あ
る
か
な
い
か
の
会
社
訪
問
で
顧
問
料
一
千
万
円
…
…
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

ち
ょ
っ
と
聞
き
ま
す
と
、
上
級
職
を
受

け
ら
れ
た
偉
い
様
は
そ
れ
な
り
に
銀
行
と

か
行
く
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
な
い
、

国
税
を
非
常
に
こ
つ
こ
つ
や
ら
れ
て
お
る

方
、
そ
う
い
う
方
が
行
っ
て
お
る
と
こ
ろ

に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
面
で
は
御
迷
惑
を

か
け
る
つ
も
り
は
私
は
毛
頭
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
う
も
内
部
で
、
ち
ょ
っ

と
ご
ま
す
り
の
う
ま
い
人
間
と
か
、
そ
う

い
う
人
間
だ
け
が
い
い
と
こ
ろ
へ
行
け
る

よ
う
な
道
に
な
っ
て
お
り
は
せ
ぬ
か
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
は
絶
対
に
き
ち
っ
と
し

て
も
ら
わ
ぬ
と
、
中
小
企
業
の
人
は
み
ん

な
本
当
に
怒
り
ま
す
よ
。
そ
ん
な
こ
と
で

五
月
に
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
大
武
次
長
さ
ん
か
ら
、
優
良

法
人
に
対
す
る
顧
問
税
理
士
の
あ
っ
せ
ん

に
つ
き
ま
し
て
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
一
応
調
査
を
し
て
み
た

い
と
思
う
と
い
う
返
事
を
お
伺
い
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

▼
三
国
税
局
で
Ｏ
Ｂ
税
理
士
の

関
与
状
況
の
調
査
を
実
施

○
大
武
政
府
参
考
人

お
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し

た
、
十
二
年
の
五
月
十
九
日
の
御
質
問
の

際
の
調
査
要
求
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
国
税
局
の
三
局
に
お

い
て
、
当
該
優
良
法
人
に
対
し
て
顧
問
税

理
士
の
関
与
状
況
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と

で
、
電
話
照
会
の
方
法
に
よ
り
ま
し
て
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
電
話
照
会
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
事
前
に
税
務
署
の
幹

部
か
ら
今
回
の
調
査
の
趣
旨
を
伝
達
し
た

上
で
、
国
税
局
の
人
事
課
が
一
元
的
に
電

話
で
聴
取
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
三
局
合
計
の
優
良
申
告
法

人
数
約
一
万
二
千
社
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
当
庁
退
職
職
員
が
関
与
し
て
い
る

優
良
申
告
法
人
は
約
六
千
五
百
社
、
延
べ

関
与
税
理
士
数
は
約
七
千
三
百
名
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

今
口
頭
で
し
た
け

れ
ど
も
、
で
き
れ
ば
ひ
と
つ
文
書
で
で
も

後
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
も
い
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
編
集
部
注
・
11
頁
に
国
税

庁
が
河
村
議
員
に
示
し
た
資
料
を
掲
載
）

そ
れ
は
い
い
で
す
ね
、
委
員
長
。

○
萩
山
委
員
長
　
は
い
、
ど
う
ぞ
。
い
い

で
す
よ
。

○
河
村
（
た
）
委
員

い
い
で
す
ね
。

こ
れ
は
一
万
二
千
社
の
う
ち
六
千
五
百

社
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ど
う
で
す
か
。
多

い
の
か
。
法
人
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
で
す
か
。
た
し
か
二
百
何
十
万
と

あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
半
分
と
い
っ

た
ら
、
百
万
社
も
国
税
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
入

っ
て
お
る
。
あ
り
得
ま
せ
ん
わ
ね
、
そ
ん

な
に
人
が
お
り
ま
せ
ん
か
ら
。
国
税
の
方

と
い
っ
た
ら
五
万
何
千
人
だ
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
。

こ
れ
は
ど
う
で
す
か
、
大
武
さ
ん
。
一
万

二
千
社
の
う
ち
六
千
五
百
社
に
国
税
の
Ｏ
Ｂ

の
方
が
い
わ
ゆ
る
顧
問
税
理
士
と
し
て
入
っ

て
お
る
と
い
う
の
は
、
多
い
の
か
何
な
の
で

す
か
、
御
感
想
は
ど
う
で
す
か
。

▼
優
良
法
人
の
半
数
に
Ｏ
Ｂ
税
理
士
が

○
大
武
政
府
参
考
人

た
だ
い
ま
御
質
問

の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
法
人
数

は
大
体
二
百
五
十
万
社
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
て
、
お
お
む
ね
そ
の
九
割
に
税

理
士
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
優
良
法
人
は
、
一
応
今
全

国
で
は
二
万
一
千
社
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一

般
に
事
業
規
模
が
大
き
い
法
人
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

顧
問
税
理
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
む
し
ろ

一
般
の
法
人
よ
り
は
高
い
。
そ
う
い
う
状

況
の
中
で
す
か
ら
、
当
庁
退
職
職
員
が
優

良
申
告
法
人
の
約
二
社
に
一
社
顧
問
税
理

士
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず

し
も
過
大
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
は

な
い
の
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

い
や
、
本
当
に
そ

う
で
す
か
ね
。
二
百
何
十
万
社
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
、
会
社
が
。
そ
の
中
か
ら
何
か

の
グ
ル
ー
プ
で
ぽ
っ
と
と
る
わ
け
で
す

よ
。
こ
の
方
は
優
良
申
告
、
立
派
な
法
人

で
す
ね
と
や
っ
て
お
る
わ
け
で
す
わ
、
税

務
署
長
が
関
与
し
て
。
そ
れ
で
そ
の
半
分

に
自
分
の
と
こ
ろ
の
Ｏ
Ｂ
が
行
っ
て
い
る

の
は
、
多
く
な
い
で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

た
だ
い
ま
先
生
の

御
質
問
の
中
で
、
退
職
職
員
に
対
す
る
顧

問
先
あ
っ
せ
ん
と
い
う
こ
と
で
お
話
が
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
我
々
、
顧

問
先
の
あ
っ
せ
ん
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

当
然
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
税
理
士

法
、
国
家
公
務
員
法
等
に
違
反
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
は
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
税
務
行
政
に
対
す
る

納
税
者
の
信
頼
、
先
ほ
ど
先
生
が
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
意
味
で
も
、
や
は
り
職
務

の
厳
正
な
執
行
に
疑
問
が
持
た
れ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
わ
ば
押
し
つ

け
と
い
う
よ
う
な
形
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
、
む
し
ろ
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
極

力
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
た
優
良
法
人
と
い
う
の

は
、
そ
れ
こ
そ
二
百
五
十
万
社
の
う
ち
の

約
二
万
社
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
中
小

法
人
と
い
っ
て
も
か
な
り
、
連
年
黒
字
を

継
続
し
て
い
る
と
か
、
い
わ
ゆ
る
表
敬
に

は
そ
れ
な
り
の
基
準
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

経
理
内
容
が
適
正
で
あ
る
と
か
そ
う
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

い
え
ば
き
ち
っ
と
し
た
法
人
と
い
う
こ
と

で
御
依
頼
も
来
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

▼
税
務
署
は

自
分
で
優
良
と
認
め
て
お
い
て

Ｏ
Ｂ
税
理
士
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る

○
河
村
（
た
）
委
員

い
や
、
大
武
さ

ん
、
悪
い
け
れ
ど
も
、
何
で
も
世
の
中
は

ル
ー
ル
さ
え
守
っ
て
お
れ
ば
い
い
と
い
う

問
題
で
は
な
い
ん
だ
よ
ね
。
税
務
署
が
自

分
で
優
良
法
人
で
す
よ
と
言
っ
て
お
い

て
、
そ
の
中
の
半
分
に
自
分
の
と
こ
ろ
の

Ｏ
Ｂ
が
行
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
の
を
で

き
レ
ー
ス
と
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
何
の

た
め
に
そ
の
人
た
ち
に
、
あ
な
た
は
立
派

で
す
か
ら
と
い
う
表
彰
状
を
出
し
て
お
る

の
で
す
か
。
何
と
か
制
度
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
よ
、
一
年
間
か
二
年
間
天
下
り
で

き
ぬ
と
い
う
も
の
、
そ
れ
に
は
ま
っ
て
お

る
か
ら
い
い
ん
だ
、
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
半
分
で

す
よ
。
そ
れ
も
、
認
め
て
お
る
の
は
自
分

た
ち
で
す
よ
。

こ
れ
は
大
臣
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
後
ろ

か
ら
お
話
し
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
本
当

に
素
直
な
感
触
で
、
こ
う
い
う
優
良
法
人

に
税
務
署
が
認
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
優

良
な
法
人
で
す
よ
、
は
い
、
立
派
で
す
ね

と
。
だ
け
ど
、
そ
の
中
の
半
分
が
、
私
の

と
こ
ろ
の
Ｏ
Ｂ
ど
う
で
す
か
と
い
う
話
で

す
よ
。
こ
れ
は
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。

▼
Ｏ
Ｂ
税
理
士
は

税
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
か
ら
…

○
宮
澤
国
務
大
臣

確
か
に
難
し
い
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
こ

と
は
恐
ら
く
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
会
社
が
、
い
わ
ゆ
る
税
務
と

か
経
理
と
か
、
大
き
な
会
社
に
な
れ
ば
も

っ
と
専
門
化
い
た
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う

も
の
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
う
も
の
も
み

ん
な
欲
し
い
。
そ
う
い
う
方
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
は
、
や
は
り
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
税

界
で
経
験
を
し
た
人
が
そ
う
い
う
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
エ
キ

ス
パ
テ
ィ
ー
ズ
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
確
か
に
き
っ
と
あ
る
の
だ
し
、

先
ほ
ど
次
長
が
お
答
え
を
い
た
し
ま
し
た

が
、
法
律
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
守
っ

て
、
そ
の
エ
キ
ス
パ
テ
ィ
ー
ズ
で
そ
う
い

う
自
分
の
能
力
を
生
か
す
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
自
身
は
ご
く
ご
く
正
常
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
時
々
い
わ
ば
役
所
と
の
関
係
を

何
か
い
ろ
い
ろ
に
利
用
し
て
と
い
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
そ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
十
分
監
査
も
し
、
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
エ
キ
ス
パ
テ
ィ
ー
ズ

を
買
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
そ

う
い
う
エ
キ
ス
パ
テ
ィ
ー
ズ
は
余
り
ほ
か

の
世
の
中
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
税
界

の
経
験
者
が
お
の
ず
か
ら
そ
れ
に
当
た
っ

て
お
る
と
い
う
こ
と
は
恐
ら
く
あ
り
そ
う

な
こ
と
に
思
う
。

た
だ
、
そ
こ
で
、
河
村
委
員
の
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
そ
れ
に
し
て
も
少
し
多
く
な

い
か
ね
、
そ
う
い
う
当
然
の
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
何
か
や
や
、
癒
着
と

は
申
し
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
要
素
は
な

い
の
か
ね
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
大
変

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

大
臣
の
方
は
き
の

う
大
変
に
お
疲
れ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す

の
で
、
ち
ょ
っ
と
質
問
を
あ
れ
し
ま
し

て
、
大
武
さ
ん
の
方
に
行
き
ま
す
。

問
題
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
は
民
間
の
税
理
士
さ
ん
だ
っ
て

立
派
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
よ
。
官
尊
民

卑
は
い
け
ま
せ
ん
。
立
派
な
人
た
ち
で

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
じ
ゃ
な
く
て
、
Ｏ

Ｂ
の
方
ば
か
り
行
っ
て
お
る
わ
け
で
す

よ
。
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
、
も
と
も
と
民

間
の
人
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
さ
ら
に
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
で
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

▼
Ｏ
Ｂ
税
理
士
は

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

そ
れ
プ
ラ
ス
問
題
は
、
今
も
話
が
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
税
目
は
法
人
税
だ
と
か

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
と
言
う
の
だ
が
、
で

は
ど
う
い
う
仕
事
を
さ
れ
て
お
る
か
。
問

題
は
こ
こ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
入
っ
て
い
か

れ
て
、
本
当
に
民
間
の
税
理
士
さ
ん
と
同

じ
で
、
ち
ゃ
ん
と
お
得
意
さ
ん
に
も
頭
を

下
げ
て
や
っ
て
お
ら
れ
る
な
ら
い
い
で
す

よ
。
こ
の
勤
務
実
態
は
、
大
武
さ
ん
、
ど

う
で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

今
御
質
問
の
あ
っ

た
点
に
つ
き
ま
し
て
、
Ｏ
Ｂ
税
理
士
の
主

な
担
当
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と

こ
ろ
、
税
務
相
談
と
い
う
の
が
八
三
・

九
％
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
実

際
の
申
告
書
、
決
算
書
の
作
成
と
い
う
の

は
一
三
・
一
％
。
む
し
ろ
優
良
法
人
の
場

合
に
は
、
経
理
部
な
り
経
理
課
が
あ
っ
て

そ
こ
で
一
応
つ
く
っ
て
い
て
、
い
わ
ば
そ

れ
を
つ
く
る
と
き
に
相
談
を
す
る
と
い
う

形
の
税
務
相
談
が
多
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
か
。
そ
れ
か
ら
調
査
の
立
ち
会
い
が

〇
・
三
％
、
あ
と
、
そ
の
他
二
・
七
、
こ

ん
な
よ
う
な
数
字
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
河
村
（
た
）
委
員

何
か
話
を
聞
い
て

お
る
と
、
み
ん
な
本
当
か
し
ら
ん
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
実
は
こ
れ
は
本
当
で
な
い
も

の
で
、
な
か
な
か
悩
ま
し
い
の
で
す
。

税
務
相
談
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
ふ
う

で
す
か
。
年
間
に
何
回
や
っ
て
お
ら
れ
る

か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ど
う

で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

税
務
相
談
と
い
い
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
あ
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
法
人
税
で
す
と
租
税

特
別
措
置
が
非
常
に
複
雑
な
も
の
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
や
っ
た

ら
い
い
か
と
か
、
い
わ
ゆ
る
圧
縮
記
帳
の
話

で
す
と
か
、
そ
う
い
う
技
術
的
な
相
談
が
か

な
り
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
資
産
税
関

係
の
質
問
が
か
な
り
多
い
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
最
近
は
中
小
企
業
者
の
方
は
、

い
わ
ゆ
る
株
の
評
価
み
た
い
な
も
の
を
相

談
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
先
生
の
方
か
ら
前

回
、
企
業
へ
の
訪
問
回
数
は
ど
う
か
と
い

う
御
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に

つ
き
ま
し
て
も
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
月
一
回
以
上
は
来
て
い
る
と
い

う
の
が
三
九
・
七
％
、
二
月
に
一
回
以
上

が
一
二
・
六
％
、
年
に
六
回
未
満
四
七
・

七
％
、
こ
う
い
う
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

一
遍
、
こ
の
生
デ

ー
タ
を
見
せ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
か
ぬ

で
す
ね
、
少
な
く
と
も
私
の
聞
い
た
と
こ

ろ
は
。

そ
れ
と
、
大
武
さ
ん
、
も
と
も
と
こ
れ

は
所
管
の
管
区
で
は
だ
め
な
ん
で
す
よ

ね
、
一
年
か
二
年
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
も

と
も
と
遠
く
の
人
な
ん
で
す
よ
。
だ
め
な

ん
で
す
か
ら
、
遠
く
の
人
な
ん
で
す
よ
。

遠
く
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
来
て
、
こ
れ
も
大

変
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
一
遍
ぜ
ひ
こ
の

辺
の
生
デ
ー
タ
を
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
だ
け

は
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
今
度
見
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
と
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
、

例
え
ば
、
退
職
し
た
税
務
署
の
管
内
の
企

業
に
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
か
ら
、
必
ず
し
も
職
員
は
、
や
め
る
と

き
に
自
分
の
住
所
地
の
署
長
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
極
力
排
除
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
む
し
ろ
、
必
ず
し
も
遠
い
と
か
近
い

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、
企
業
ニ
ー
ズ
で
対
応
す

る
も
の
で
す
か
ら
、
所
得
税
、
法
人
税
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ

た
方
を
御
紹
介
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
に
は

努
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
関
し
ま
し
て

は
、
理
事
会
で
御
相
談
の
上
、
提
出
す
る

努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

で
は
、
今
の
は
理

事
会
協
議
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。

○
萩
山
委
員
長
　
は
い
。

○
河
村
（
た
）
委
員

私
の
聞
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
全
員
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
要

す
る
に
、
初
め
と
終
わ
り
だ
け
と
い
う
方

も
か
な
り
あ
る
の
で
す
ね
、
二
年
間
で
す

か
ら
。
初
め
来
る
と
き
に
こ
ん
に
ち
は
、
終

わ
る
と
き
に
さ
よ
う
な
ら
、
こ
う
い
う
こ
と

で
。
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
そ
れ

だ
と
二
年
に
二
回
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま

で
い
か
ぬ
で
も
、
正
直
言
っ
て
、
実
態
上
ほ

と
ん
ど
何
も
な
い
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い

把
握
さ
れ
て
お
る
の
で
す
か
。

▼
Ｏ
Ｂ
税
理
士
の
顧
問
料
は
寄
附
金
？

○
大
武
政
府
参
考
人

た
だ
い
ま
御
質
問

優良申告法人に対する顧問税理士の関与状況の概要

１　優良申告法人数の推移 （単位：件）

7 8 9 10 11

11,667 11,880 12,280 12,339 12,303

20,910 21,197 21,649 21,678 21,574

２　顧問税理士数等の推移

7 8 9 10 11

 調   査   法   人   数 10,577 10,996 11,366 11,699 11,894

511 521 527 535 541

 内　回答あり 10,066 10,475 10,839 11,164 11,353

5,697 6,382 8,114 6,280 6,567

6,952 7,045 6,668 6,944 7,384

３　関与の状況
(1)　主な担当事務

(2)　企業への訪問等の回数
「月に１回以上」39.7%、「２月に１回以上」12.6%、「年に６回未満」47.7%。

年 度

延べ顧問税理士数
（当庁退職職員数）

「税務相談」83.9%、「申告書・決算書の作成」13.1%、「調査立ち会い」0.3%、「その
他」2.79%。

法
人
数

３局計

全国計

内　退職職員が関与
している法人数

 内　回答なし

年 度
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

の
あ
り
ま
し
た
の
は
、
相
手
企
業
か
ら
大
体

月
当
た
り
何
回
と
い
う
よ
う
な
形
で
聞
き
ま

し
た
こ
と
か
ら
、
確
か
に
、
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
よ
う
な
回
答
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
、
調

査
対
象
の
企
業
の
方
か
ら
、
ま
さ
に
必
要

が
な
い
と
い
い
ま
す
か
、
必
ず
し
も
企
業

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
回
答

と
実
は
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
し
て
、
む
し

ろ
そ
の
企
業
に
合
致
し
な
い
と
認
め
ら
れ

る
事
例
、
こ
れ
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結

果
、
百
九
十
七
件
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
速
や
か
に
、
退
職

職
員
に
対
し
て
、
顧
問
契
約
の
解
除
等
、
適

切
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
指
導
す
る
と
い
う

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
多
分
、
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
先
生
の
言
わ
れ
た
ケ
ー
ス
な
の

か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

も
う
一
回
デ
ー
タ

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ

い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
よ
う
で
す
け
れ
ど

も
、
大
体
一
社
月
五
万
円
ぐ
ら
い
も
ら
っ
て

お
い
で
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
で
何
に
も
な
し
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
次
長
、
こ
れ
は
費
用
収
益
対
応
の

原
則
か
ら
い
っ
て
否
認
し
な
け
れ
ば
い
か

ぬ
で
す
ね
。
こ
れ
は
経
費
で
落
と
せ
ま
せ

ん
よ
。
こ
れ
は
寄
附
で
す
ね
。
ど
う
で
す

か
、
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
の
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

た
だ
い
ま
の
先
生

の
お
話
で
、
例
え
ば
、
そ
の
よ
う
に
ほ
と

ん
ど
照
会
事
例
が
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う

な
場
合
が
あ
っ
た
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

例
え
ば
、
そ
の
方
の
専
門
が
資
産
税
で
あ

っ
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
期
間
中
に
不
幸
が

な
く
て
相
続
事
案
が
な
い
、
あ
る
い
は
譲

渡
事
案
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

と
、
相
談
し
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
機
会
、
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ス

ト
の
話
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
経
理
上
は

損
金
で
落
と
す
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
存

じ
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

こ
れ
は
大
変
な
議

論
を
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
な
け
れ
ば
い
か

ぬ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
普
通
は
反
対
の

こ
と
を
言
わ
れ
て
お
る
の
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
国
税
庁
は
。
否
認
す
る
方
に
立
っ
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
ん

な
こ
と
は
い
か
ぬ
で
す
よ
。
そ
れ
は
、
顧

問
さ
ん
で
、
弁
護
士
さ
ん
な
ら
弁
護
士
さ

ん
で
ず
っ
と
何
年
間
か
大
体
決
ま
っ
た
人

が
な
っ
て
お
る
な
ら
、
そ
れ
は
一
応
言
え

ま
す
よ
、
お
る
だ
け
で
も
そ
れ
だ
け
の
も

の
が
と
。
二
年
ご
と
に
こ
ろ
こ
ろ
か
わ
る

人
が
、
何
も
や
ら
な
か
っ
た
、
た
だ
私
は

国
税
の
Ｏ
Ｂ
で
ご
ざ
い
、
そ
れ
が
も
ら
う

の
は
、
何
ら
か
の
効
果
が
あ
る
か
ら
と
。

そ
ん
な
も
の
は
本
当
に
経
費
に
な
る
の
で

す
か
。
そ
れ
は
大
丈
夫
で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

お
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

具
体
的
に
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
交
際
費
の

よ
う
な
も
の
で
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ケ

ー
ス
で
は
損
金
に
な
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
明
ら
か

に
、
依
頼
を
し
て
、
契
約
を
結
ん
で
、
そ

の
上
で
支
払
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
具
体

的
に
実
行
が
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
で
も

そ
れ
は
経
費
で
落
ち
る
、
こ
れ
は
弁
護
士

で
も
同
様
だ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

い
や
、
今
回
の
議

事
録
は
非
常
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な

議
事
録
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
が
解
釈
先
例
に
な
っ
て
い
い

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
、
よ
ほ
ど
広
く
経
費
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
よ
う
な
道
を
世
の
中
に
開
い
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
と
、
こ
れ
を
聞
い
た
の
は
五
月
で

ご
ざ
い
ま
す
か
、
そ
れ
か
ら
、
七
月
、
八

月
、
九
月
ぐ
ら
い
で
新
し
い
年
度
の
あ
っ

せ
ん
を
さ
れ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
は
幾
ら
か
減
っ
た
の
か
、
ど

う
い
う
ふ
う
で
す
か
。
せ
っ
か
く
私
質
問

し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

具
体
的
に
、
全
国

ベ
ー
ス
で
ど
う
こ
う
と
い
う
数
字
は
別
に

と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
し
て
お
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に
こ
う
い
う
よ

う
な
実
態
か
ら
、
先
生
の
御
質
問
も
ご
ざ

い
ま
し
て
、
従
来
に
も
増
し
て
厳
格
な
作

業
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

大
変
に
人
事
課
の

皆
さ
ん
が
毎
日
電
話
ば
か
り
か
け
て
お
っ

た
。
河
村
の
お
か
げ
で
え
ら
い
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
話
を
さ
れ
て
、
御
苦
労
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
例
え
ば
、
人
事
課
が
優
良

法
人
に
か
け
ま
す
ね
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ

は
何
人
行
っ
て
い
ま
す
か
、
ど
な
た
が
行

き
ま
し
た
か
と
言
う
た
ら
、
そ
の
優
良
法

人
が
、
何
を
言
っ
て
お
る
の
、
あ
な
た
の

と
こ
ろ
か
ら
頼
ま
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
、
自
分
で
頼
ん
で
お
い
て
何
を
聞
い
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

お
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

最
初
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
突
然

人
事
課
と
称
し
て
電
話
照
会
が
行
っ
た
の

で
は
、
一
体
何
者
で
あ
る
か
と
い
う
の
は

相
手
企
業
も
当
然
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

最
初
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
事
前
に
優

良
申
告
法
人
に
対
し
ま
し
て
税
務
署
の
幹

部
か
ら
、
今
回
調
査
が
行
く
の
で
き
ち
っ

と
答
え
て
く
だ
さ
い
よ
と
い
う
の
を
言
っ

て
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
趣
旨
と

い
い
ま
す
か
、
先
生
か
ら
御
質
問
い
た
だ

い
た
、
万
が
一
に
も
強
制
的
に
押
し
つ
け

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
十
分
認
識
し
た
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

上
で
言
っ
て
い
た
だ
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
確
か
に
、
百
九
十
七

件
、
本
人
の
企
業
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も

必
要
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
お
電
話
の

回
答
を
い
た
だ
い
た
企
業
も
あ
っ
た
わ
け

だ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
趣
旨
は
十
分
伝
え

て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

今
お
話
を
し
て
き

ま
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
優
良
法
人
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ

ん
に
御
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
に
よ
り
ま

す
と
、
こ
れ
は
ど
う
も
ま
だ
か
わ
い
い
話

で
あ
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
の
で
す
よ
。

で
っ
か
い
法
人
が
あ
り
ま
す
、
資
本
金

一
億
円
以
上
で
す
か
、
大
法
人
。
こ
れ
は

大
体
ど
こ
ら
辺
で
把
握
を
さ
れ
て
お
る
の

で
す
か
。

○
大
武
政
府
参
考
人

お
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
公
正

に
行
う
た
め
に
、
あ
っ
せ
ん
と
い
う
行
為

は
す
べ
て
人
事
課
が
窓
口
に
な
っ
て
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
具
体
的
な
企
業
と
の
話
し
合
い

と
い
う
の
を
全
部
や
る
と
い
う
わ
け
に
い

き
ま
せ
ん
か
ら
、
税
務
署
の
場
合
で
し
た

ら
副
署
長
、
そ
れ
か
ら
調
査
部
で
あ
れ
ば

そ
の
調
査
部
の
管
理
課
長
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
職
の
者
が
や
っ
て
、
そ
れ
を
人
事
課

が
全
部
一
元
的
に
管
理
を
す
る
と
い
う
形

で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

そ
の
調
査
部
、
東

京
国
税
局
調
査
部
で
す
か
、
こ
れ
は
三
部

と
四
部
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
法
人
を
や
っ

て
お
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
間
違
い
な
い

で
す
ね
。

○
大
武
政
府
参
考
人

た
だ
い
ま
の
御
質

問
に
あ
り
ま
し
た
調
査
部
に
関
し
て
は
、

一
部
か
ら
四
部
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一

部
、
二
部
、
三
部
、
四
部
と
あ
っ
て
、
多

分
先
生
の
御
質
問
は
、
い
わ
ゆ
る
税
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
や
っ
て
い
る
者
が
三
部
と

四
部
に
つ
く
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
か

ら
、
そ
れ
で
三
部
、
四
部
と
言
わ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
調
査
部
自
体
は
一

部
、
二
部
、
三
部
、
四
部
と
い
う
ふ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
を
分
け
て
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
東
京
局
だ
け
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
地
方
局
に
あ
れ
ば
、
例
え
ば

調
査
査
察
部
と
い
う
形
で
一
緒
に
な
っ
て

い
る
の
も
あ
り
ま
す
し
、
調
査
部
一
つ

で
、
一
部
、
二
部
も
な
い
と
こ
ろ
も
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
局
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
東
京
局
の
場
合
に
は
一
部
、
二

部
、
三
部
、
四
部
と
い
う
形
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

▼
大
法
人
の
Ｏ
Ｂ
顧
問
税
理
士
は
？

○
河
村
（
た
）
委
員

こ
う
い
っ
た
大
法

人
を
扱
う
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も
当
然
あ
っ

せ
ん
を
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ま
こ
と
に
お
疲
れ
な
の
か
ど
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も
も
そ
れ
ぞ
れ

が
人
生
、
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
国

税
庁
の
皆
さ
ん
も
、
い
わ
ゆ
る
東
京
国
税

局
調
査
部
所
管
の
大
法
人
、
こ
こ
の
、
人

数
が
少
な
い
で
す
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
も
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

五
年
ほ
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
人

数
の
方
が
、
会
社
の
固
有
名
詞
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
顧
問
料
幾
ら
ぐ
ら
い
で

あ
っ
せ
ん
を
さ
れ
、
一
つ
の
言
い
方
を
す

る
と
、
天
下
り
と
は
言
わ
な
い
と
い
う
な

ら
あ
っ
せ
ん
税
理
士
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
さ
れ
た
の
か
、
ぜ
ひ
次
の
機
会
に

調
査
の
報
告
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
委
員
長
ど
う
で
す
か
。

○
萩
山
委
員
長
　
結
構
で
す
。
理
事
会
で

諮
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
大
武
政
府
参
考
人

た
だ
い
ま
お
話
の

ご
ざ
い
ま
し
た
東
京
局
の
調
査
部
所
管
法

人
は
、
実
は
一
万
七
千
社
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
先
生
か
ら
五
月
に
い
た
だ
い

て
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
優
良
法
人

全
部
合
わ
せ
て
一
万
二
千
社
で
す
か
ら
、

そ
れ
で
四
カ
月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

も
し
東
京
局
だ
け
で
一
万
七
千
社
と
な
り

ま
す
と
、
東
京
局
の
人
事
課
が
ま
さ
に
こ

れ
を
調
査
す
る
と
い
た
し
ま
す
と
、
こ
れ

は
と
て
も
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
す
ご

い
事
務
量
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
一
千
人
・
日
、
十
人
で
実

施
し
て
約
五
カ
月
と
い
う
の
が
前
回
調
査

か
ら
の
推
計
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
実
は
人

事
課
で
今
後
職
員
の
定
期
人
事
異
動
に
向

け
た
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
、
今
の
御
調
査

は
、
相
当
長
時
間
を
い
た
だ
か
な
い
限

り
、
と
て
も
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
実

施
困
難
だ
と
い
う
こ
と
は
、
御
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

そ
ん
な
の
、
悪
い

け
れ
ど
も
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
Ｏ
Ｂ
で
す

よ
。
日
本
じ
ゅ
う
の
だ
れ
が
ど
こ
へ
行
っ

た
か
わ
か
ら
ぬ
こ
と
を
調
べ
て
く
れ
と
言

っ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
の
で
す
よ
。
自
分

の
と
こ
ろ
の
Ｏ
Ｂ
だ
か
ら
、
全
部
わ
か
っ

て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
は
っ
き
り
言

え
ば
。
そ
ん
な
の
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
す

よ
。
す
ぐ
出
ま
す
よ
、
そ
ん
な
の
。

▼
全
員
が
人
事
課
で
あ
っ
せ
ん

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
…

○
大
武
政
府
参
考
人

実
は
、
Ｏ
Ｂ
と
申

し
ま
し
て
も
、
御
存
じ
の
と
お
り
、
先
生

が
言
わ
れ
た
退
職
し
て
す
ぐ
あ
っ
せ
ん
、

特
に
五
十
八
歳
で
退
職
勧
奨
し
て
、
先
生

が
よ
く
言
わ
れ
る
二
年
間
と
い
う
の
が
多

い
例
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
っ
せ

ん
し
て
い
る
ば
か
り
が
Ｏ
Ｂ
で
は
ご
ざ
い
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河
村
議
員
、
天
下
り
税
理
士
の
実
態
を
追
求

ま
せ
ん
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
や
め

た
後
何
年
か
た
っ
て
調
査
部
所
管
法
人
の

顧
問
に
な
ら
れ
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
先
生
の
御
質
問
が

ま
さ
に
う
ち
の
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
自
由
業
、
要
す
る
に
職
業
を
や
め

た
後
自
分
で
開
発
さ
れ
た
顧
問
先
で
ご
ざ
い

ま
す
か
ら
、
そ
れ
は
実
際
に
聞
い
て
み
な
い

限
り
は
、
我
々
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

そ
れ
が
全
部
自
分

で
努
力
を
し
た
と
こ
ろ
な
ら
、
こ
ん
な
こ

と
は
言
わ
な
い
の
で
す
よ
、
正
直
言
っ

て
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
自
民
党
の
方
も
ま
じ
め

に
や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
、
本
当
に
。
税
の

信
頼
と
い
う
の
は
と
に
か
く
す
べ
て
の
根

幹
で
す
か
ら
ね
。
党
が
ど
う
の
こ
う
の
と

い
う
話
じ
ゃ
な
い
の
で
す
よ
。
こ
れ
は
や

ら
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
よ
。
自
分
の
と
こ
ろ

の
、
す
ぐ
わ
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ
ん

な
の
。
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
す
ぐ
出
て
く
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
東
京
国
税
局
所
管

で
、
九
十
二
名
ほ
ど
勇
退
さ
れ
て
お
る
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
分
に

つ
い
て
も
、
今
の
人
数
と
あ
っ
せ
ん
し
た

金
額
を
同
時
に
調
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
何
遍
も
言
い
ま
す
が
、
難
し

い
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
言
っ

て
お
き
ま
す
。
も
し
何
だ
っ
た
ら
、
そ
の

年
に
出
し
た
も
の
だ
け
ず
っ
と
や
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
五
年
間
。
す
ぐ
わ

か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
ん
な
の
。

委
員
長
、
頼
み
ま
す
よ
。

○
萩
山
委
員
長
　
理
事
会
で
協
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
河
村
（
た
）
委
員

「
そ
ん
な
の
、
委
員
長
即
決
で
い
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
と
呼
ぶ
）
わ
か
っ
て
お
り

ま
す
。

宮
澤
大
蔵
大
臣
。

○
宮
澤
国
務
大
臣

河
村
委
員
の
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
私
、
も

っ
と
も
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
役
所
で
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
そ
う
い
う
部
分
が
た

く
さ
ん
実
は
世
の
中
に
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

そ
の
こ
と
は
大
変
、
知
ら
な
き
ゃ
な
ら

な
い
、
我
々
も
知
っ
て
い
な
き
ゃ
な
ら
な

い
、
国
会
も
御
調
査
に
な
ら
な
き
ゃ
な
ら

な
い
部
分
だ
。
殊
に
、
税
務
と
い
う
の
は

金
銭
に
非
常
に
直
接
に
関
係
い
た
し
ま
す

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
関
心
を
持
た
れ

る
こ
と
は
、
私
は
理
解
で
き
る
の
で
す
。

で
す
が
、
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を

具
体
的
に
調
べ
て
と
い
う
お
話
な
の
で
、

税
務
行
政
か
ら
い
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
い

わ
ゆ
る
常
務
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、

エ
キ
ス
ト
ラ
の
仕
事
に
当
然
な
る
。
国
会

の
お
話
な
ら
エ
キ
ス
ト
ラ
の
仕
事
も
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
理
事
会
で
御
検

討
の
と
き
に
、
現
実
に
今
の
か
な
り
忙
し

い
税
務
行
政
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の

中
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
行
い
得
る
程
度
の

資
料
と
し
て
お
求
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
一
人
あ
た
り
十
三
件
・
一
千
万
円

○
大
武
政
府
参
考
人

先
生
が
最
後
に
言

わ
れ
ま
し
た
、
東
京
局
に
お
い
て
本
年
勇

退
し
た
職
員
数
と
い
う
の
と
あ
っ
せ
ん
し

た
職
員
数
、
そ
れ
か
ら
ど
の
ぐ
ら
い
な
の

か
と
い
う
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
数
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
指
定
官
職
で
や
め

た
者
九
十
六
名
、
う
ち
税
理
士
に
な
ら
な

か
っ
た
者
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
九
十
二
名

が
一
応
い
わ
ゆ
る
顧
問
税
理
士
さ
ん
に
お

な
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

で
は
、
一
件
あ
た
り
ど
の
ぐ
ら
い
紹
介

を
し
た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
約
十
三

件
。
そ
し
て
、
金
額
と
し
て
は
、
お
お
む

ね
年
約
一
千
万
円
と
い
う
の
が
収
入
ベ
ー

ス
で
の
あ
っ
せ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
村
（
た
）
委
員

今
、
東
京
国
税
局

を
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
先
ほ
ど
の
い
わ

ゆ
る
調
査
部
所
管
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
最
後
に
し
て
お
き
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
や
っ
て
天
下
っ
た
と
い
う

か
、
あ
っ
せ
ん
さ
れ
た
税
理
士
さ
ん
か
ら

現
職
の
方
に
、
中
で
不
平
が
起
き
た
ら
い

か
ぬ
と
か
い
ろ
い
ろ
や
や
こ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
接
待
を
さ
れ
た

り
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
、

絶
対
に
。

○
大
武
政
府
参
考
人

現
在
の
公
務
員
倫

理
法
の
も
と
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
法

律
違
反
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
と
て
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

○
萩
山
委
員
長
　
河
村
君
、
時
間
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
。

○
河
村
（
た
）
委
員

最
後
に
い
た
し
ま

す
。そ

ん
な
こ
と
で
終
わ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
税
務
署
で
ま
じ
め
に
働
い
て
お
ら
れ

る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
も
や
は
り
、
と
に
か
く
権
力
と

い
う
の
は
、
ほ
か
っ
て
お
き
ま
す
と
悪
く

な
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
う
い
う
機
会
に

ぜ
ひ
一
遍
メ
ス
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、

税
務
署
内
部
の
問
題
、
そ
し
て
、
や
は
り

払
う
方
が
、
税
務
署
が
も
し
変
な
こ
と
を

や
っ
て
、
脱
税
に
関
与
と
い
う
と
言
い
方

は
悪
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
て
お
っ
た
ら
、
む
か
つ
い
て

き
ま
す
よ
、
こ
れ
は
。
だ
か
ら
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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改
正
住
民
基
本
台
帳
法
成
立
後
の
経
過

前
号
に
続
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

法
の
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
め
ぐ
る
、
地
方

自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
及
び
各
地
方
自
治
体

の
動
き
を
報
告
す
る
。

１
．
シ
ス
テ
ム
開
発
の
状
況

指
定
情
報
処
理
機
関
で
あ
る
財
団
法
人
地

方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
一
年
一
月

三
十
一
日
開
催
の
「
第
五
回
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
全
国
担
当
者
説
明

会
」
で
、
「
シ
ス
テ
ム
開
発
の
状
況
」
「
シ

ス
テ
ム
構
築
手
引
書
（
都
道
府
県
）
（
市
町

村
）
」
を
明
ら
か
に
し
た
。

政
省
令
案
の
策
定
が
大
幅
に
遅
れ
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
開
発
と
の
整
合
性
に
も
問

題
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
〇
〇
二

（
平
成
十
四
）
年
八
月
実
施
を
先
送
り
す

る
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
表
面
的
に
は
シ

ス
テ
ム
開
発
や
自
治
体
で
の
導
入
準
備
は

〝
粛
々
〟
と
進
ん
で
い
る
。

示
さ
れ
た
「
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
で

は
、
本
年
八
月
ま
で
に
ソ
フ
ト
開
発
を
終

え
、
以
降
総
合
テ
ス
ト
が
来
年
七
月
ま
で

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
同
年
四
月
か
ら
デ

ー
タ
整
備
を
実
施
、
同
じ
く
来
年
八
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
担
当
者
説
明
会
が
本
年
５
月
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
が

同
じ
く
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
頃
に
は
さ
ら
に
見
通
し
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
、
引
き
続
き
政
省
令
案
と
改

正
法
、
そ
し
て
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
シ
ス

テ
ム
と
の
不
一
致
、
違
法
性
に
つ
い
て
追

及
す
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
動
向
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

２
．
第
二
の
杉
並
区
長
は
で
る
の
か

と
こ
ろ
で
、
杉
並
区
以
外
の
自
治
体
が
な

ぜ
「
住
基
ネ
ッ
ト
に
異
議
あ
り
」
を
明
確
に

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
れ
と

も
杉
並
区
長
の
方
が
「
法
律
に
違
反
」
す
る

か
ら
お
か
し
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
に
は
多
く
の
自
治
体
が
、
住
基
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
事
務
効

率
化
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
経
費
面
も
含
め
問
題
が
多
い
と
内
々

は
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
あ
る
首
都

圏
の
自
治
体
は
次
の
よ
う
な
要
請
書
を
総
務

省
あ
て
に
提
出
し
て
い
る
。

〔
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
等
に
つ
い
て
要

請
〕
平
成
十
一
年
八
月
十
八
日
に
住
民
基

本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公

布
さ
れ
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
基
本
的
な
法
律

上
の
整
備
が
さ
れ
ま
し
た
。
高
度
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
急
速
な
進
展
の
中
、

住
民
負
担
の
軽
減
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
そ
し
て
行
政
の
簡
素
化
効
率
化
、
高

度
化
を
図
る
と
い
う
点
で
は
、
市
町
村
の

区
域
を
越
え
て
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を

行
う
た
め
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
時
代
の
要
請
で
も
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護
に
つ

い
て
の
法
整
備
が
未
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、

ま
た
、
市
町
村
が
責
任
を
持
っ
て
シ
ス
テ

ム
構
築
を
進
め
る
上
で
、
不
明
な
点
や
懸

念
さ
れ
る
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

○
○
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成

十
年
九
月
十
日
、
請
願

住
民
基
本
台
帳

法
の
慎
重
な
対
応
・
審
議
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て

を
採
択
し
、
関
係
各
方
面
に

送
付
い
た
し
ま
し
た
が
、
改
正
法
公
布
後

も
、
本
会
議
や
予
算
審
査
特
別
委
員
会
等

に
お
い
て
、
主
に
個
人
情
報
を
危
惧
す
る

視
点
か
ら
の
質
問
が
再
三
に
わ
た
り
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

既
に
ご
案
内
の
と
お
り
、
全
国
市
長
会

関
東
支
部
総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

十
月
十
九
日
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
係
る
個
人
情
報
保
護
等

に
関
す
る
決
議

を
行
い
、
当
時
の
自
治

省
及
び
大
蔵
省
に
送
付
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
自
治
体
の
懸
念
や

住
民
の
方
々
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

上
記
の
市
長
会
決
議
事
項
の
実
現
に
向
け

て
特
段
の
ご
配
慮
と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
東
京
都
市
長
会
の
提
案

ま
た
、
前
記
全
国
市
長
会
関
東
支
部
決

議
と
ほ
ぼ
同
様
、
と
い
う
か
、
そ
の
続
編

改
正
住
民
基
本
台
帳
法
成
立
後
の
経
過
(3)

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
作
業
の
現
状

P
I
J
運
営
委
員

白
石
　
孝
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改
正
住
民
基
本
台
帳
法
成
立
後
の
経
過

的
な
も
の
と
し
て
、
東
京
都
市
長
会
が
四

月
二
十
五
日
、
次
の
よ
う
な
確
認
を
し
、

関
東
支
部
総
会
に
提
案
す
る
と
い
う
。

（
以
下
、
主
旨
を
紹
介
）

(1)
．
住
基
ネ
ッ
ト
構
築
に
は
、
既
存
シ

ス
テ
ム
改
修
経
費
、
Ｏ
Ａ
機
器
整
備
費
等

多
額
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

導
入
後
の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
係
る
経
費
負

担
も
多
大
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
財
政
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。
な

お
、
財
源
に
つ
い
て
は
地
方
交
付
税
以
外

の
新
た
な
制
度
創
設
等
に
よ
り
交
付
税
不

交
付
団
体
も
含
め
、
全
額
財
政
措
置
す
る

こ
と
。

(2)
．
シ
ス
テ
ム
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
機
関
等
が
住
民
記
録
に
関
す
る
情
報

の
提
供
を
受
け
、
ま
た
は
利
用
し
た
経
過

等
に
係
る
記
録
に
つ
い
て
の
本
人
開
示
請

求
を
認
め
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
保
護

お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
保
護
に
つ
い
て

徹
底
し
た
管
理
に
努
め
、
責
任
体
制
の
明

確
化
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
万
全
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

▼
各
自
治
体
の
三
月
議
会
の
質
疑

さ
ら
に
、
杉
並
問
題
に
つ
い
て
他
の
首

長
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
各

自
治
体
議
会
の
三
月
定
例
会
で
の
質
疑
の

一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

・
Ａ
区
で
の
質
疑
か
ら

〔
質
問
〕
杉
並
区
長
は
、
費
用
対
効
果
・

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
反
対
を
表
明

し
、
予
算
計
上
も
し
て
い
な
い
と
聞
く
。

区
長
は
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
へ
の
対
応
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
担
保
は
ど
う
す
る
か
。

〔
答
弁
〕
杉
並
区
の
対
応
は
、
自
治
体
の

長
と
し
て
の
政
治
姿
勢
の
一
つ
と
思
う
。

当
区
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
設
計
概

要
書
に
対
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
住

民
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
百
五
十
項

目
を
越
え
る
、
ま
た
、
政
省
令
案
に
対
し

て
も
五
十
項
目
に
わ
た
る
提
案
を
含
め
た

質
問
を
行
い
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ

イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
や
暗
号
化
で
万
全
を
期

し
、
法
的
規
制
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド
の

民
間
使
用
禁
止
や
漏
洩
し
た
場
合
の
重
課

罰
な
ど
の
措
置
で
、
安
全
の
確
保
を
図

る
。
従
事
職
員
へ
の
研
修
な
ど
を
通
じ
て

シ
ス
テ
ム
の
安
全
を
確
保
す
る
。

〔
質
問
〕
杉
並
区
の
よ
う
に
ひ
と
つ
で
も

や
ら
な
い
自
治
体
が
あ
る
場
合
、
法
律
上

の
問
題
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
国
は
総
て
の
自
治
体
参
加
を
法

律
で
義
務
付
け
て
い
る
。

・
Ｂ
市
で
の
質
疑
か
ら

〔
質
問
〕
二
〇
〇
一
年
度
予
算
に
関
連
経

費
を
計
上
し
な
い
と
い
う
杉
並
区
長
の
英

断
を
見
習
い
、
国
に
対
し
て
一
定
の
強
い

姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
杉
並
区
長
な
ど
の
決
断
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
長
と
し
て
の
決
断
で

ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
Ｂ
市
市
長
と
し
て

決
断
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
既
に
こ
れ

ま
で
一
般
質
問
等
で
も
お
答
え
し
て
い
る

と
お
り
、
Ｂ
市
市
長
と
し
て
は
、
法
律
が

施
行
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
そ
の
法
律
の

及
ぶ
範
囲
内
で
は
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の

度
ご
提
案
申
し
上
げ
た
平
成
十
三
年
度
当

初
予
算
案
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
関
連
経
費
を
計
上
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
Ｃ
市
の
質
疑
か
ら

〔
質
問
〕
杉
並
区
長
に
よ
れ
ば
、
住
基
ネ

ッ
ト
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
問

題
あ
り
と
し
、
同
区
長
は
基
本
的
に
反
対

の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
が
、
市
長
は

ど
の
よ
う
な
立
場
で
の
ぞ
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
法
律
上
は
す
で
に
参
加
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
住

民
の
利
便
の
向
上
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
を
市
と
し
て
も
構
築

し
て
ま
い
り
た
い
。

３
．
国
の
指
示
に

そ
の
ま
ま

従
う
の
が
地
方
分
権
化
？

総
務
省
（
旧
自
治
省
）
は
杉
並
区
長
の
決

断
に
対
し
て
、
去
る
二
月
二
十
一
日
、
意
図

的
に
「
予
算
化
し
て
い
な
い
の
は
全
国
で
杉

並
区
た
だ
ひ
と
つ
」
と
報
道
機
関
に
発
表

し
、
杉
並
区
の
孤
立
化
を
狙
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
法
に
反
す
る
行
為
を
自
治
体
が

行
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
対
抗
手
段
を
と
る
の

か
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

か
つ
て
「
革
新
」
と
い
わ
れ
る
い
く
つ

か
の
自
治
体
で
、
住
民
の
福
祉
と
健
康
を

守
る
た
め
、
国
の
不
当
な
施
策
に
対
し
て

異
議
申
し
立
て
し
争
っ
た
と
い
う
、
「
市

民
の
た
め
の
」
自
治
体
の
輝
か
し
い
歴
史

を
思
い
出
し
て
欲
し
い
。
地
域
住
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
、
国
家
一
元
管
理
と
い
う

不
当
な
制
作
か
ら
守
る
の
も
地
方
自
治
体

の
重
要
な
役
目
だ
と
思
う
。

国
の
不
当
な
政
策
を
疑
い
も
せ
ず
、

唯
々
諾
々
と
国
に
従
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

自
治
体
が
、
「
分
権
」
と
か
「
地
方
主

権
」
を
主
張
す
る
こ
と
は
お
こ
が
ま
し

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
の
政
策
に
協
力

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
率
先
し
て
国
の
お

先
棒
を
担
ぐ
自
治
体
ば
か
り
に
な
っ
て
し

ま
う
。

地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
と
い
う
、
地

方
自
治
体
の
本
当
の
責
務
を
思
い
出
し
、

各
首
長
は
気
概
を
も
っ
て
、
国
の
政
策
に

対
応
し
て
ほ
し
い
。
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情

報

公

開

法

を

活

用

し

て

み

よ

う

本
年
四
月
一
日
か
ら
国
の
行
政
機

関
を
対
象
と
し
た
情
報
公
開
法

が
発
効
し
た
。
確
か
に
問
題
の

多
い
法
律
で
は
あ
る
。
立
案
段
階
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

「
知
る
権
利
」
の
確
立
な
ど
、
議
論
が

噛
み
合
わ
な
い
ま
ま
法
案
化
さ
れ
た
経
緯

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

開
か
れ
た
政
府
を
実
現
す
る
上
で
、
国

民
が
、
行
政
情
報
を
広
く
入
手
し
、

「
知
る
権
利
」
を
持
つ
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
都
合
の
悪
い
情
報

を
隠
す
習
性
は
、
ひ
と
り
役
人
に
止

ま
ら
な
い
。
民
間
人
と
て
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
国
民
の
た
め
の
政

府
」
に
仕
え
る
公
僕
と
な
る
道
を
選

ん
だ
以
上
は
、
そ
れ
が
許
さ
れ
な
い

は
ず
で
あ
る
。

自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
早
く
か
ら
情

報
公
開
条
例
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
カ
ラ
出
張
、
官
官
接
待

な
ど
役
所
に
お
け
る
公
費
天
国
の
実
態
解

明
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
き
た
。
国
の
情

報
公
開
法
が
で
き
た
今
日
、
こ
れ
か
ら

は
、
い
か
に
情
報
公
開
法
を
う
ま
く
使
い

こ
な
し
、
国
の
密
室
行
政
に
風
穴
を
開
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
。

税
務
行
政
の
透
明
性
向
上
の
た
め
に

税
務
行
政
の
透
明
性
が
久
し
く
問
わ
れ

て
い
る
。
重
加
算
税
の
対
象
と
な
る
判
断

基
準
は
？
　
税
務
調
査
対
象
の
選
定
基
準

は
？
　
同
業
他
社
の
報
酬
デ
ー
タ
と
は
？

こ
の
よ
う
に
、
課
税
庁
内
部
の
事
務
情
報

な
ど
の
形
で
定
め
ら
れ
、
公
開
さ
れ
て
い

な
い
判
断
基
準
が
極
め
て
多
い
。

建
前
論
か
ら
す
る
と
、
租
税
法
律
主
義

原
則
の
支
配
の
も
と
に
あ
る
税
法
の
領
域

に
は
、
司
法
審
査
に
な
じ
ま
な
い
「
自
由

裁
量
」
あ
る
い
は
「
便
宜
裁
量
」
は
存
在

し
な
い
と
い
え
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
現
実
に
は
、
納
税
者

が
入
手
で
き
な
い
判
断
基
準
を
使
っ
て
課

税
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の

た
め
、
そ
の
処
分
を
争
う
こ
と
は
至
難
の

技
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

裁
判
所
に
あ
っ
て
も
、
課
税
庁
だ
け
が
収

集
で
き
る
未
公
開
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

判
決
を
下
し
て
い
る
例
も
多
々
み
ら
れ

る
。情

報
公
開
で
課
税
庁
の
負
担
も
減
る

課
税
庁
内
部
の
判
断
基
準
が
公
開
さ
れ

れ
ば
、
納
税
者
は
容
易
に
適
正
な
申
告
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
結
果
と
し
て
、
課

税
庁
職
員
の
負
担
も
少
な
く
な
る
。
密
室

税
務
行
政
で
は
、
自
主
申
告
制
度
は
う
ま

く
機
能
し
な
い
。
納
税
者
の
申
告
段
階

で
、
い
か
に
多
く
の
税
務
情
報
が
公
開
さ

れ
て
い
る
か
は
、
自
主
申
告
制
度
の
発

展
、
ひ
い
て
は
租
税
法
律
主
義
確
立
の
要

と
い
え
る
。

情
報
公
開
法
が
課
税
庁
保
有
情
報
の
開

示
に
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

む
し
ろ
課
税
庁
は
積
極
的
に
内
部
情
報
を

開
示
す
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
職
務
上
知
り
得
た
内
部
情
報
だ

け
で
勝
負
し
て
い
る
よ
う
な
税
務
署
出
身

の
Ｏ
Ｂ
税
理
士
が
大
手
を
振
っ
て
歩
け
る

よ
う
な
税
界
の
風
土
も
大
き
く
変
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

納
税
者
・
税
の
専
門
家
は

積
極
的
に
情
報
公
開
制
度
を
使
お
う

今
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
は
、
納
税

者
や
税
の
専
門
家
が
、
情
報
公
開
法
を
使

い
こ
な
す
必
要
が
あ
る
。

こ
う
み
る
と
、
情
報
公
開
手
続
は
、
租

税
手
続
法
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
税
務
情
報
公
開

申
請
手
続
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
、
拒
否

（
非
公
開
）
処
分
に
対
す
る
争
訟
手
続
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
な
ど
、
だ
れ
で
も
気
軽

に
使
え
る
手
続
の
開
発
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。幸

い
に
も
、
P
I
J
役
員
に
は
税
金
の

専
門
家
が
多
い
。
こ
の
特
徴
を
生
か
し
、

P
I
J
税
務
情
報
公
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
座
長
・
我
妻
憲
利
P
I
J
事
務
局
長
）

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
り
、

税
務
に
特
化
し
た
形
で
実
践
的
な
活
動
を

す
る
こ
と
に
し
た
。
情
報
公
開
制
度
を
根

付
か
せ
る
た
め
に
も
、
我
妻
座
長
の
手
腕

に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
手
弁
当
で
協
力
・
支
援
願
え
る

方
々
を
募
っ
て
い
る
。

情
報
公
開
法
を
活
用
し
て
み
よ
う

│
P
I
J
税
務
情
報
公
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

協
力
・
支
援
を

P
I
J
代
表
　
石
村
耕
治
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雑
誌
を
読
ん
で
／
P
I
J
活
動
状
況
報
告

市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
丸
ご
と

管
理
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、

な
に
も
総
務
省
（
旧
自
治
省
）

だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス
』
な

ど
、
国
家
・
社
会
に
よ
る
市
民
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
管
理
の
危
機
を
訴
え
て
き
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
氏
が
、
月
刊

『
現
代
』
誌
に
連
載
を
開
始
し
た
「
新
・

官
僚
支
配
」
の
第
一
回
を
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

そ

こ

に

は
、
『
企
業

の
価
値
観
と

一
体
化
し
融

合
し
た
、
新

し
い
官
僚
支

配
の
構
造
』

が
、
次
々
と

形
を
表
そ
う

と

し

て

い

る
、
恐
ろ
し
い
現
実
が
書
き
出
さ
れ
て
い

る
。自

治
体
・
警
察
。
郵
便
局
が
一
体
と
な

っ
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
老
人
管
理
シ

ス
テ
ム
（
電
子
ひ
ま
わ
り
構
想
）
、
住
民

基
本
台
帳
法
の
改
正
を
機
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
官
庁
が
管
理
す
る
個
人
情
報
を
一
枚
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
集
約
し
、
管
理
し
よ
う
と

す
る
構
想
、
コ
ン
ビ
ニ
と
警
察
が
連
携
し

た
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
、
走
行
中
の
車

両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
運
転
者
の
カ

オ
を
撮
影
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
集
積
し
て

い
く
「
Ｎ
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
な
ど
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
住
民
基
本
台

帳
番
号
」
を
個
人
識
別
の
キ
ー
と
し
て
使

う
こ
と
、
収
集
・
管
理
す
る
デ
ー
タ
は
警

察
に
も
自
動
的
に
流
さ
れ
る
こ
と
。

ま
さ
に
、
省
庁
再
編
に
よ
り
誕
生
し
た
巨

大
官
庁
で
あ
る
総
務
省
が
、
官
僚
に
よ
る
国

民
支
配
の
要
と
し
て
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

る
。戦

後
五
〇
年

を
経
て
、
再
び

「
内
務
省
」
が

復
活
し
た
。
そ

れ
も
、
戦
前
と

は
比
べ
も
よ
う

の
な
い
強
力
な

国
民
管
理
ツ
ー

ル
で
あ
る
、
〝

国
民
層
背
番
号

〟
を
手
に
し
て
。

こ
の
連
載
は
、
三
か
月
に
一
回
程
度
連

載
さ
れ
る
と
い
う
。
第
二
回
以
降
を
早
く

読
み
た
い
よ
う
な
、
読
め
ば
ま
す
ま
す
こ

の
国
が
と
ん
で
も
な
い
恐
ろ
し
い
国
に
変

貌
し
て
い
く
現
実
に
直
面
す
る
よ
う
な
、

複
雑
な
気
持
ち
で
あ
る
。

◆
雑
誌
を
読
ん
で

（
P
I
J
編
集
部
）
◆

新
・
官
僚
支
配

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
郵
便
配
達
員
に
も
丸
裸
に
さ
れ
る

国
民
を
監
視
す
る

総
務
省
と
い
う
名
の
『

』

斎
藤
貴
男

著
　

月
刊
『
現
代
』
二
〇
〇
一
年
五
月
号
（
講
談
社
刊
）

省
庁
再
編
成
後
の
「
国
家
と
個
人
」
の
か
た
ち
Vol.
１

ＰＩＪ活動状況報告書(２０００年４月～２００１年３月)   《ＰＩＪ事務局》

《年月日》 《 活 動 内 容 》 《 場 所 ・ 主 催 ・ 担 当 等 》

００・４・１４ 講演・電子申告について 名古屋税理士会大垣支部、石村代表

００・５・０２ 個人情報保護政策について打合せ
新宗連（東京・京王プラザホテル）、石村
代表

００・５・０６ 岐阜・租税手続法研究会
ホテルグランヴエール岐山、野田聖子議
員、石村代表

００・５・１３ ＰＩＪ定期総会 東京四谷・主婦会館

００・５・２６ ＮＰＯ税制・衆院法制局との打合せ 衆院議員会館、石村代表・河村相談役

００・６・０１ 背番号問題打合せ 衆院議員会館、石村代表

００・６・０９
講演・個人情報保護法制の動向と宗教団体保有
情報

東京・新宗連主催、石村代表

００・６・２２ 講演・ＮＰＯと社会保障制度
東京、経済同友会・社会保障改革委員会、
石村代表

００・６・２４ 講演・開かれた電子申告のあり方 神奈川税経新人会、石村代表

００・６・２５
河村ＰＩＪ相談役、衆院愛知一区で圧勝、三選
される

００・６・２９ ＰＩＪ運営委員会 ＰＩＪ事務局

００・７・１４ 講演・個人情報保護基本法案
東京（プライバシー・アクション主催）、
石村代表

００・７・２１ 講演・税理士主導の電子申告とは 京都税経新人会、石村代表

００・７・３１ 講演・納税者番号制の検討と納税者情報の保護 東京税理士会主催、石村代表
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ＰＩＪ活動状況報告書(２０００年４月～２００１年３月) 　　　～続き～　  《ＰＩＪ事務局》

《年月日》 《 活 動 内 容 》 《 場 所 ・ 主 催 ・ 担 当 等 》

００・８・１０ ＰＩＪ運営委員会 ＰＩＪ事務局

００・８・２１ 衆院法制局との打合せ・租税手続法 衆院議員会館、石村代表・河村相談役

００・８・２１
毎日新聞、住民票コードへの杉並区の対応問題
の件

同紙８月２１日夕刊記事、石村代表

００・８・２９ 衆院法制局との打合せ・租税手続法 衆院議員会館、石村代表・河村相談役

００・９・０２
～００・９・０９

００・９・１１ 講演・租税手続法の課題（８）
名古屋租税手続法研究会主催、(名古屋耐震
会館)石村代表

００・９・１８ 講演・豪州の税理士制度と電子申告 名古屋税制研究会、石村代表

００・９・１９ 講演・規制緩和と税理士制度 岐阜地方法務税務研究会，石村代表

００・９・２１ 衆院法制局との打合せ・租税手続法 衆院議員会館、石村代表・河村相談役

００・９・２９
取材・雑誌「Ａｓｈｉｔａ」編集部（ぎょうせ
い）同誌１１月号記事「ＮＰＯ税制のゆくえ
(下)」

石村代表

００・９・２９ ＰＩＪ運営委員会 豊島勤労福祉会館

００・１０・１０ ＰＩＪ／ＣｏｍＴＪ運営委員会 ＰＩＪ事務局

００・１０．２６ 衆院法制局との打合せ・租税手続法 衆院議員会館、石村代表・河村相談役

００・１１．０２ 講演・新世紀に持続できる税理士制度を求めて 九段会館(東京税理士会主催)

００・１１・０７ 勉強会・規制緩和とＭＤＰ 岐阜地方法務税務研究会，石村代表

００・１１・１１ 講演・税理士制度の今後を読む 鬼怒川温泉(主催・専税協議会)

００・１１・２５ 講演・租税手続法の課題(９)
名古屋租税手続法研究会主催、(名古屋逓信
会館)石村代表

００・１１・２５ 記事・個人情報保護基本法の制定へ 新宗教新聞００・１１・25号、石村代表

００・１１・２７ 取材・三和総研、電子申告の件 石村代表（朝日大学研究室）

００・１１・０２
取材・日刊ゲンダイ、ライブカメラの件、同紙
１１月１３日「ライブカメラでプライバシーが
消える」、

石村代表

００・１１・２８ 取材・放送、ＴＢＳラジオ、ライブカメラの件 石村代表

００・１２・０７
シンポ「個人情報保護基本法を考える」大阪弁
護士会主催

石村代表

００・１２・０８ 講演・規制緩和と税理士制度 名古屋税理士会北支部主催、石村代表

００・１２・１４ ＰＩＪ運営委員会 ＰＩＪ事務局

００・１２・１５ 取材・読売新聞、番号制とプライバシーの件 石村代表(自宅)

０１・１・１５ 講演・こうすれば税理士は生き残れる 東京税理士会横浜中央支部主催、石村代表

０１・１・２３ 講演・こうすれば税理士は生き残れる 名古屋税理士会主催、石村代表

０１・１．０６ 講演・今回のＮＰＯ税制改正案を考える 神奈川ＮＰＯ法研究会主催、石村代表

０１・１・１８

読売新聞取材記者より、００・１２・１５取材
について、同社が「背番号賛成」のスタンスに
あり、記事にするのが不可となった旨の通知あ
り

　

０１・１・２５ ＰＩＪ運営委員会 ＰＩＪ事務局

０１・１・２９ 取材・朝日新聞、納税者権について 石村代表(自宅)

０１・２・０１
衆院法制局との打合せ・汎用行政番号規制法の
件

衆院議員会館、石村代表・河村相談役

０１・３・１９
電話取材・朝日新聞、高齢者福祉とプライバ
シーの件

石村代表

ＰＩＪ・ＣｏｍＴＪ豪州研修ツアー（税理士制
度、電子申告等）

訪問先・豪国税庁、公会計士事務所、ボン
ド大学等
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入会のご案内
入会いただいた方には、季刊CNNニューズ
をお送りします（年４回刊）。
年会費 正会員10,000円、賛助3,000円

（ともに年間購読料 3,000円含む）

・斎藤貴男氏の月刊現代の記事を読む　

と、日本中・日本国民はみな犯罪者ば

かりなのか、と思えてしまう。

・役人・警官から24時間監視される理由

は、それ以外に思いつかない
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NetWorkのつぶやき

プライバシー・インターナショナル・ジャパンの定期総会を開催します。

●日　時　　２００１年５月２６日（土） 夕方６時開会（受付は５時半から）

●会　場　　豊島区立勤労福祉会館（Tel.０３－３９８０－３１３１）池袋消防署隣

池袋駅南口下車徒歩７分（JR山手線・埼京線、西武池袋線、東武東上線、

地下鉄　丸の内線・有楽町線）

●議　題　　事業報告、役員選任、新年度事業方針・事業計画

●講　演　『生命科学の進歩とプライバシー』PIJ代表　石村耕治

PIJ定期総会のご案内

南口改札（地下）

総
会
会
場
で
す


